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数学的活動を通して未来を拓く算数・数学教育 
～図形領域における数学的な見方・考え方を培う指導～ 

 
長野原町立東中学校  高橋 貴恵 

 
Ⅰ 主題設定の理由 
  中学校学習指導要領では、数学科の目標に「数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、

数学的に考える資質・能力を育成することを目指す。」とある。数学的な見方・考え方はこれからの社

会を生きていく上で重要な働きをする。予測が困難な時代の中で、物事の本質をとらえ、自ら目的意識

をもって進んでいかなくてはならない。そのためにも物事を論理的に考察し解決していく必要がある。

数学的な見方・考え方は「事象を、数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、論理的、統合的、

発展的に考えること」と整理することができ、数学的に考える資質・能力である「知識及び技能」、「思

考力、判断力、表現力」、「学びに向かう力、人間性等」すべてに働かせる。 
「思考力、判断力、表現力」に基づいて示されている数学科の目標（２）では「数学を活用して事象

を論理的に考察する力、数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察する力、数学的な表現

を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。」とある。数学では、解決された事象からさら

に問題を見いだし、数学的な表現を用いて、簡単に、分かりやすく、正確に表現する。特に図形領域に

おいては、身の回りにある様々なものを、形や大きさ、位置関係という観点から論理的に考察し表現す

る。直感的に図形の性質についてとらえ、推論を進めていくために何を根拠として、どのように用いる

かを判断いていくことで、論理的に考察し表現できるようになる。 
  そこで、図形の領域において、直感的にとらえた図形の性質や、一旦解決した性質を既習の性質を用

いながら論理的に表現していく中で、数学的な見方・考え方を培うことができると考える。また、既習

の性質の定着を図りながら、それらを用いて問題を個人、ペア、グループでの学習を取り入れながら論

理的に表現し説明していくことで、自分が納得するだけでなく相手も納得させる方法を身につけられ

ると考える。 
  以上のことから本研究では、「数学的活動を通して未来を拓く算数・数学教育」という研究主題のも

と、サブテーマを「図形領域における数学的な見方・考え方を培う指導」と設定した。 
 
Ⅱ 研究目標 
  図形領域における問題解決において、根拠となる既習の性質を明らかにしながら、それらを用いて

表現したり、説明したりする活動を取り入れることは、数学的な見方・考え方を働かせ論理的に考察す

る力を養うことに有効であることを実践を通して明らかにする。 
 
Ⅲ 研究内容 
 １ねらいの明確化 
  ねらいを明確にするために、授業では「めあて」を具体的に提示する。めあてを提示することで、生
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徒は授業のゴールがわかり、見通しをもって問題解決をすることができる。また、具体的な性質や方法

をめあてに入れることで、利用する性質や方法に視点を当てることができる。授業の終末で振り返りを

するときには、めあてを確認しながら振り返ることで、生徒が一授業で何を学んだのかを自ら振り返る

ことができると考える。 
２既習事項の定着 
 授業のはじめにミニプリントを実施し、基本的な知識及び技能が身に付けられるようにする。さら

に、校内研修として業前に国語、数学、英語の基礎プリントに取り組んでいる。また、既習事項をまと

める時間を確保し、生徒自身に自らの言葉や図でまとめさせる。 
 ３表現する活動 
  自分の考えをもてるようにするために、個人で考える時間を確保し、生徒自身が既習事項をまとめ

たプリントを利用して表現できるようにする。個人で考える場合に関しては、生徒の実態に合わせてヒ

ントとなるプリントなどを配布する。また、個人で考える時間の目標を提示し、図に記号を書き入れ

る、記号で書く、理由を考えると段階的に取り組めるようにする。 
４説明する活動 

  個人で表現したものを説明できるようにするために、ペアやグループ学習を取り入れる。グループ

学習では、グループを意図的に編成し、どの生徒でも説明する活動ができるようにするとともに、グル

ープでの説明をもとにさらに考えが深められるようにする。全体での説明では色ペンの使い方や提示

の仕方を工夫して説明ができるように指導する。 
 
Ⅳ 実践例 
 【実践例①】 
１単元名 相似な図形（３年） 
２本時の目標 角の二等分線と比の定理を証明を説明することで、既習の性質を使いながら論理的に

考察し、表現することができる。 
 ３展開 

学習活動 
・予想する生徒の意識 

時間 
(分) 

支援及び指導上の留意点・評価 
(◇は評価、◎は「努力を要する」状況の生徒への支援)    

１本時の学習内容を確認する。 
○本時の学習課題を確認する。 
 
 
 
 
 
･三角形と比の定理を利用して

証明したな。 
･他にどんな方法で証明をする

ことができるのかな。 

5分  
 
 
 
 
 
 
○本時で証明する結論を理解するために、学習課題の図の

色などを工夫して提示する。 
○前時で証明した方法を提示し、利用した図形の性質を確

認する。 

学習課題 
△ABCで∠Aの二等分線を辺 BCとの交点を Dとすると、 

AB：AC＝BD：DC 
を証明しなさい。 

A 

B C D 
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 ○星形五角形の先端の角の和が 180°になることの証明と
関連させ、様々な方法で証明できることに関心をもてる

ようにする。 
 
    

２既習の性質を活用して、角の

二等分線と比の定理を証明

する。 
○個人で証明する。 
･前時の証明と同じ流れだな。 
･いろいろな証明があるな。 
 
 
 
 
 
 
 
 

25分 ○様々な補助線の証明にふれることができるようにする
ために、補助線が引かれている図形のプリントを配付す

るが、達成感をもたせるために、取り組む問題を指定す

る。 
◎証明の見通しがもてるようにするために、前時の証明を

振り返るように助言する。 
○前時の証明と異なる流れの証明は、穴埋めになっている

プリントを配付する。 

○グループで証明をする。 
･既習の性質を利用して証明し

ているのだな。 
･途中までは同じ考えだな。 

 ○考えが共有できるようにするために、大きめに印刷した

プリントを配付する。 
◎グループにすることで、他の生徒の考えを取り入れなが

ら解決できるようにする。 
○グループでの活動では、根拠となる既習の性質を明らか

にしながら話し合いをするように指示をする。 
 
 
 
 
 
    

３グループで考えた証明を説

明する。 
･証明の仕方がいろいろある

な。 
･違う補助線でも考え方が似て

いるものが多いな。 
 

15分 ○わかりやすく説明ができるようにするために、図に補助
線や記号を書き込みをするように指示する。 

○どんな考えを使ったかを説明できるようにするために、

プリントに書かれた証明を読むのではなく、図を使って

流れを説明できるようにする。 
 
 

めあて 角の二等分線と比の定理をいろいろな方法で証明しよう。 

◇角の二等分線と比の定理の証明を、既習の性質を使い

ながら論理的に説明ができている。（見方・考え方） 
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４本時の振り返りをする。 
 

5分 ○角の二等分線と比の定理を提示し、いろいろな方法で証

明ができることを確認する。 
○外角の二等分線と比の定理を紹介する。 

 
 【実践例②】 
 １単元名 平行と合同（２年） 
２本時の目標 星形五角形の先端の５つの角の和が180°であることを、既習した性質を利用して多様

に考えることができる。 

３展開 

学習活動 
・予想する生徒の意識 

時間 支援及び指導上の留意点・評価 
(◇は評価、◎は「努力を要する」状況の生徒への支援) 

１本時の学習内容を確認す

る。 
 
 
 
 
○星形五角形をかく。 
・星形の図形について調べる

のだな。 
○自分でかいた星形の先端の

角の大きさ予想する。 
・180°かな。 
・性質を使って求めたな。 

10分  
 
 
 
 
 
○本時の学習内容に興味をもたせるために、先端の角の和

を予想する。 
○帰納的に 180°であることを確認できるようにするため
に、黒板で 5つの先端を並べる。 

○帰納的に求めるだけでは不十分ということに気づくこ

とができるようにするために、三角形の内角の和を求め

たときに何をしたかを確認する。 

   
２既習内容を用いて星形五角

形の先端の角の和を求め、

発表する。 
○星形五角形の先端の角の和

を個人で調べる。 

25分 
 
 

 
 

○既習の性質を使って星形五角形の先端の角を求めるこ

とができるようにするために、既習内容を各自でまとめ

たプリントを使って確認する。 
◎三角形の性質や凹四角形の性質を確認し、星形五角形の

中にそれらの図形があることを助言する。 

星形五角形の先端の角の和がいつでも 180°になることを説明しよう。 

学習課題 
 星形の先端の角の和は何度になるのか。 
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・三角形の性質が利用できそ

うだな。 
・凹四角形の性質が利用でき

そうだな。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○星形五角形の先端の角の和

をグループで調べる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○既習の性質を使って和を求めることができた生徒には

他の性質を使って和を求めるように促す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
◎グループにすることで、他の生徒の考えを聞き性質を利

用できるようにする。 
○グループのメンバーで考えが共有できるようにするた

めに、星形を印刷したプリントを配付する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

◇星形五角形の先端の角の和を既習の性質を用いて

考えることができる。(見方・考え方) 

予想される生徒の考え  
 
          三角形の内角の性質              三角形の内角の性質 
          三角形の外角の性質              凹四角形の性質 
                                 対頂角の性質 
 
 
 
           三角形の外角の性質             多角形の内角の和 
           三角形の内角の性質             三角形の外角の性質 
           対頂角の性質                多角形の外角の和 
 
                                180×3－360＝180 

○ 

○ ○○ 
●● 

● 

● 

×× 

× 

× 

□□ 

□ □ 

■ 

■ 
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３考え方を発表する。 
○全体に発表する。 
・三角形に外角の性質を使っ

て 5 つの角を三角形の内角
にまとめられるな。 

・凹四角形の性質を使って 5
つの角を三角形の内角にま

とめることができるな。 

10分 ○各グループ 1つずつ考えを出すことで、様々な考え方が
できるということを確認できるようにする。 

○いくつかの考え方ができているグループには、他のグル

ープにない考え方を発表するように指示する。 
○発表するときのプリントには必ず使った性質を書くよ

うに指示する。 
○発表をするときに色を使って見やすいようにするため

に、各班に色ペンを配付する。 
４本時の学習を振り返る。 
○本時の学習内容を振り返

る。 
・今までに学習した内容を使

えば角度を求めることがで

きるのだな。 

5分 ○複雑な図形でも既に知っている図形の性質を利用すれ

ば、角の大きさを求めることができることを理解できる

ようにする。 
 

 
Ⅴ 成果と課題 
 【成果】 
 ・個人で考える時間では、ヒントとなるプリントの配付や着目する性質を助言したことで、生徒が自分

の考えをしっかりもつことができた。また、ペアやグループで考える時間を十分に確保したことで、

個々の考えを伝えるだけでなく、それぞれの考えから新たな問題解決の方法を見いだすことができ

た。 
 ・直感的にとらえた図形の性質を、既習の性質を使いながら根拠を丁寧に明らかにしていくことで、必

要な性質を選択し、論理的に表現することができた。 
 ・既習事項の定着のためにミニプリントを行ったことで、生徒は基本的な知識、技能が身につき、それ

らを用いて課題解決を進めることができた。また、生徒自身に図形の性質をまとめさせることで、既

習事項に着目しながら個人解決、集団解決をすることができた。 
 ・様々な問題解決の方法にふれることで、様々な既習事項にふれることができ、生徒自身がより納得す

る方法を見いだすことができた。 
 ・説明する活動では、色ペンの使い方の工夫や図を用いながら説明させたことで、相手に納得してもら

うことを意識しながら取り組むことができた。 
 【課題】 
 ・図形の性質を個人でまとめたが、わかりやすくまとめることができない生徒もいたので、まとめたも

のを共有する時間などを設ける。 
 ・説明する活動では、詳しく説明してしまい発表する生徒以外が思考することができないまま終わっ

てしまうことがあったので、説明することを既習事項などに絞り、前時までの学習と関連付けながら

深い学びができるようにする。 
 ・個人で考える時間では、生徒が主体的に取り組むことができるようにするために、生徒自身に解決方

法を選択させ様々な方法で解く必要性を感じられるようにする。 
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数学的活動を通して未来を拓く算数・数学教育
～方程式のよさを実感させる数学的活動の工夫～

             

      沼田市立池田中学校 小野 浩一

Ⅰ 主題設定の理由

平成２９年３月告示の中学校学習指導要領では、これまでの学習指導要領の枠組みや教育内容

を維持した上で、数学科の目標を（１）知識及び技能（２）思考力、判断力、表現力等（３）学

びに向かう力、人間性等の三つの柱にもとづき示している。数学的に考える資質・能力を分類し、

その資質・能力の全体を「数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して」育成すること

を目指すとされた。

本校の生徒は、各種テストの結果や授業の様子から、基礎的・基本的な知識及び技能の定着に

課題が見られる。形式的な計算のような問題については、解き方として覚え処理することはでき

る。しかし、思考力、判断力、表現力等を伴う問題に関しては苦手意識をもち、手を付けられず

にいる生徒が多い。計算にしても解き方として暗記できているが、計算過程の根拠や理由を説明

できるのは一部の生徒に限られてしまう。また、周囲の反応や評価を気にして、発表や意見を伝

えることに抵抗を感じている様子も見られる。学習したことを用いて課題解決しようとする意欲

はあるが、そのための基礎的・基本的な知識及び技能が不十分なためにねらいの達成に迫れない

生徒が多い実態がある。

本研究では、基礎的・基本的な知識及び技能の定着に向け、本校生徒の達成率の低い１次方程

式、連立方程式の学習において計算の概念的な理解に着目した。方程式の計算の根拠として“等

式の性質”を扱うとき、上皿天秤のつり合いをもとに、“等式の性質”を理解させることが多い。

しかし、質量の計測で上皿天秤を扱う際に、左右の天秤への操作を同時に行うことはほとんどな

い。実際の操作経験も少なく、考え方を問うと説明できない生徒が多い。そこで、上皿天秤のつ

り合いを記号化したモデルを用いて、自らの考えによる操作活動を経験することが大切になる。

数学的活動により理解を深めることが、生徒に興味・関心を喚起し、これならできるという思い

につながり、「数学的な見方・考え方」を育むと考える。

上皿天秤のつり合いをもとにした“等式の性質”は定型化された考え方である。そこで、２つ

の上皿天秤のモデルを組み合わせ、連立方程式の解を求める場面での活用を考えた。いろいろな

考え方を用いて、解の求め方を見いだしていくことで、方程式の理解が深まると考える。１学年・

２学年の方程式の基礎的な計算について、等式の性質を出発点として、見方・考え方を働かせて

考えることは、方程式のよさを実感することにつながる。その際、学び直しや既習事項の確認を

位置付け、既習事項と関連付けながら課題解決に向けた数学的活動を進めることで方程式の基礎

的・基本的な知識及び技能を高めていきたい。

以上のような理由から、本研究主題を設定した。

Ⅱ 研究目標

方程式の“等式の性質”を理解する授業、連立方程式の解を見いだす授業において、上皿天秤

のモデルを用いた数学的活動を通して、基礎的・基本的な知識及び技能の定着を目指した指導の

工夫を探る。
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Ⅲ 研究内容

(1) 研究の見通し

① 方程式の“等式の性質”を理解する授業について

上皿天秤のモデルを用いておもりの重さを求める活動は、方程式の解の求め方を見いだし、計

算方法としての“等式の性質”の理解を助けるために有効であろう。

② 連立方程式の解を見いだす授業について

２つの上皿天秤のモデルを用いておもりの重さを求める活動は、連立方程式の解き方に気付き、

解を見いだすために有効であろう。

(2) 研究に関わる基本的な考え方

中学校数学科では、「数学的な見方・考え方」を、「事象を数量や図形及びそれらの関係などに

着目して捉え、論理的、統合的・発展的に考えること」としている。実際には、「数学的な見方・

考え方」を働かせながら、知識及び技能を習得したり、習得した知識及び技能を活用して探求し

たりする学習であり、生きて働く知識となり技能の習熟・熟達につながる。そのような経験が、

より広い領域や複雑な事象を基に思考・判断・表現できる力や、自らの学びを振り返って次の学

びに向かおうとする力として育成され、「数学的な見方・考え方」が更に豊かで確かなものとなる。

数学的に考える資質・能力を育むために、数学を学ぶことへの意欲を高め主体的に取り組ませて

いきたい。

① 数学のよさ、数学的に考える資質・能力について

数学のよさには、「数学的な表現や処理のよさ」「基礎的な概念や原理・法則のよさ」「数学的な

見方・考え方を働かせるよさ」などが含まれる。今回の実践で育成したい数学的に考える資質・

能力は、「既に学習した計算の方法と関連付けて、新しく導入された数や文字を用いた式の計算方

法を考察し表現すること」、「具体的な場面で新しく導入された数や文字を活用すること」を中心

的な資質・能力としてとらえた。

② 数学的活動について

指導要領解説（数学編）によれば、数学的活動は、「事象を数理的にとらえ、数学の問題を見い

だし、問題を自立的、協働的に解決する過程を遂行すること」とある。また、「既習の数学を基に

して数や図形の性質などを見いだし発展させる活動」が強調された。これらは、生徒にとっては

「数学を学ぶための方法」「学習の内容」「数学を学ぶ目標」である。学習過程に沿って、活動の

楽しさや数学のよさを実感しながら、数学を学ぶことへの意欲を高め主体的に取り組めるような

数学的活動を設定していくことが大切である。

③ “等式の性質”の学習・上皿天秤のモデルについて

“等式の性質”の学習では、具体的にイメージをもって理解できるようにさせたい。方程式を

つくってしまえば、具体的な場面を離れて形式的に処理できるというよさがあり、機能的に方程

式を解く技能が必要になる。上皿天秤のモデルでは、１つの物質を幾つかに分けることができな

いが、操作方法と方程式の計算を結びつけ、上皿天秤のモデルを用いて説明できるようにし、形

式的な処理のよさを実感させていきたい。
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Ⅳ 実践例

実践１

○方程式 １学年 「等式の性質」

１ 本時の学習

（１）ねらい

上皿天秤のモデルを用いておもりの重さの求め方を考えることを通して、等式の性質を理解する。

（２）展開

学 習 活 動 時間 支援・指導上の留意点

１ 学習内容を知る。

２ 上皿天秤の操作に

ついて確認する。

10

・上皿天秤のモデルにおけるつり合いの関係を利用して、おもり

の重さの求め方を考えることを伝える。

・両辺に同じものを足す。両辺から同じものを引く。

・両辺を等倍する。両辺を等分する。

※４つの操作（○が８kg とつり合っている状況からスタート）

（１）○○を足す→  ○○○ ８kg ○○ ←○○を足す

              △      

（２）○を引く←  ○○ ８kg ○ →○を引く

                △      

（３）等倍にする ○○○○ 16kg○○ 等倍にする

                              △

（４）等分する ○○   ８kg○ 等分する

              △

３ 本時のめあてを知

る。

・問アに取り組む。

・おもり◎１個の重さを

求める。

10

  めあて おもり１個の重さを求めよう  

（ア） ◎◎◎◎   ◎◎ ４kg の時◎は何 kg でしょうか。

          

            △

・求め方を全体で確認する。

◎を求める・・・求めたい記号は一つ

つり合っている状態・・・等しい関係

手順を説明させる。（◎を両辺から２個とって÷２をする）

・両辺ともに同じ操作をすることを強調する。

・問イに取り組む。

・おもり□１個の重さを

求める。

・答えを予想する。

・どうすれば求められる

15

（イ） □□□□□ ２kg □□５kg

                    △           

アとの違いは両辺に？kg があること

・手順を説明させる。（両辺から□を２個とる。両辺から２kg を
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かペアで説明しあう。

＜予想される反応＞

Ｃ 重さを求められな

い。

Ｂ 重さを求められる

が説明できない。

Ａ 手順を考え、重さを

求めている。

とる。□の個数が３なので３で割る。）

・つり合いを保つことを強調する。

＜支援＞

Ｃ 両辺ともに同じ操作をすることで、手順を確認しながら、お

もりの求め方の説明を聞き、求め方を説明できるようにさせる。

Ｂ 友達と説明し合う中で、説明の方法に気付かせる。

Ａ 友達に説明させる。

共通

・４つの操作のどの操作を用いているのかを考えさせ、手順を順

番に言葉や図等で表させる。

４ 求め方を全体で共

有する。

・１次方程式について知

る。

・等式の性質をまとめ

る。

10

・全体で考え方を共有する。

・意図的に指名し、説明させる。

・（ア）では◎をχ、（イ）では□をχとして式に表す。

（ア） ４χ＝２χ＋４

（イ）５χ＋２＝２χ＋５

・１次方程式について今後学習していくことを知る。

・１次方程式を上皿天秤のつり合いに見立て、χを求めるために、

等式の性質を活用することを伝える。

・Ａ＝Ｂのとき

（１）Ａ＋Ｃ＝Ｂ＋Ｃ （２）Ａ－Ｃ＝Ｂ－Ｃ

（３）Ａ×Ｃ＝Ｂ×Ｃ （４）Ａ÷Ｃ＝Ｂ÷Ｃ（Ｃ≠０）

５ 振り返りを行う。 5 ・重さの求め方でわかったことをまとめさせる。

・次時の学習内容を伝える。        
  【評価項目】○おおむね満足 ◎十分満足    （知識・理解 観察・プリント）

○上皿天秤のモデルを用いて、おもりの重さを求めることで等式の性質を理解している。

◎上皿天秤のモデルを用いて、おもりの重さの求め方を説明することで、等式の性質を理解

している。

手順を説明する

＜生徒の活動の様子＞

○導入で示した上皿天秤のモデルの操作については、両辺とも一つの演

算による操作であり理解することができていた。

○課題ア・イになると、どのような手順で進めればよいか分からない生

徒も見られた。天秤の操作について上から順番に試すことを伝えると

納得し、手順を考えることができた。

＜生徒の感想＞

○図を使うと先に答えが出せる。でも、考え方がうまく説明できない。

○等式の性質は、かけ算・足し算が混ざっている時、少しわからなかっ

た。図でも求められるけど、式にした方がわかりやすかった。

○等式の性質を使って表せれば簡単だということがわかった。
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実践２

○連立方程式 ２学年 「２元１次方程式と連立方程式」

１  本時の学習

（１）ねらい

  上皿天秤のモデルを用いて、おもりの重さを求めることで、連立方程式の解の求め方に気付く。

（２）展開

学 習 活 動 時間 支援・指導上の留意点  
１ 学習内容を知る。

・問①に取り組む。

・求められるか確認す

る。

20

・例題を提示しおもりの重さの求め方を考えることを伝える。

  めあて おもりの重さの求め方を考えよう

問① ◎◎◎◎◎ ６kg◎◎ の時◎は何 kg でしょうか。

          

         △

・求め方を全体で確認する。

◎を求める・・・求めたい記号は一つ

つり合っている状態・・・等しい関係

両方から同じ記号を同じ数だけ取ってよい

重さを同じ記号の数で割ればよい・・・等式の性質の確認

２ 問②に取り組む。

・答えを予想する。

・どうすれば◎と●の重

さが一つに決まるか

考える。

問② ◎◎●● １８kg

               △           

問①との違い は◎と●を求めること

・考えられる値の組み合わせを見付ける。（表の利用）

◎１kg ●８kg など

・複数の答えがあり、一つに決まらないことを知らせる。

・◎か●のどちらかの重さが決まればわかる。

・問①の答えを利用する。◎が２kg であれば●の重さがわかる。

３ 課題に挑戦する。

・☆と□の重さを求め方

を考えよう。

＜予想される反応＞

Ｃ 途中でわからなく

なる。

Ｂ 何らかの方法で重

さを求めている。

Ａ いくつかの求め方

に気付き重さを求め

ている。

20

問③ ☆☆☆□□ １７kg   ☆□ ７kg を解く

      ア       イ

         △                  △
＜支援＞

Ｃ 友達の説明を聞き、求め方がわかるようにする。

Ｂ 友達と話し合う中で、説明の方法に気付かせる。

Ａ 友達に説明させる。

共通

・☆□が７kg になること、置き換えたり、消したりできることを

伝える。

・イの両辺を２倍してアから引く、両辺から引く。

・アの☆□に７kg を代入する。

・表を使うなどの方法。

・問①②の解法を利用して解き方を考えさせる。
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４ 考えを共有する。

・２元１次方程式と連立

方程式について知る。

・振り返りを行う。

10

・全体で考え方を共有する。

・加減法 代入法につながる考えを取りあげる。

・求めるものが二つあるとき、式（図）が二つ必要なことを確認

する。

・問③を☆をχ、□をｙとして式に表す。

  ３χ＋２ｙ＝１７

   χ＋ｙ＝５

・文字の種類が二つの１次方程式を２元１次方程式、二つ以上の

方程式を組み合わせて解を求める方程式を連立方程式ということ

を知る。

・時間があれば①②の式についても取りあげる。

・重さの求め方でわかったことを、まとめさせる。

・次時の学習内容を伝える。        
  【評価項目】○おおむね満足 ◎十分満足    （関心・意欲   観察・プリント）

○上皿天秤のモデルを用いて、重さを求めることで連立方程式の解に気付いている。

   ◎上皿天秤のモデルを用いて、重さを求めることで連立方程式の解に気付き、考えを説明

している。

問③ 生徒解法より（考え方）

                               
  当てはめて考える               表を利用する      

置き換えや代入をする           筆算の形で表す
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Ⅴ 成果と課題

(1) 成果

○操作活動により等式の性質の理解が深まった。特に、モデルで手順を考える際に、一つの手

順で一つの操作を考え、式の扱いとの関連について気付くことができた。

○モデルでの記号から式（文字）へとスモールステップで扱ったことで、生徒の思考を無理な

く移行することができた。また、既習事項の振り返り活動は、今までの学習をもとにすれば

解けるという見通しをもつことや、知識・技能の活用を促すことができた。

○連立方程式では、文字を用いた計算が速く計算しやすいという感想が多く見られた。方程式

の形式的な処理のよさを実感し、計算方法に気付き理解することにつながった。

○数学的活動を通して単元全体を見通すことができ、以降の学習でも操作活動に積極的に取り

組む様子が見られ、数学的活動が方程式の学習への意欲付けとなった。

(2) 課題

●文字を使用し計算で解いた生徒の中には、図の活用の仕方や説明の仕方がわからない生徒が

見られた。実物を使用して試してみるなどの支援の工夫も必要である。

●生徒同士の交流活動では、新たな発見があったり、友達の考えを参考にしたりすることで能

動的な学びとなる。交流活動での支援の工夫を、ねらいに迫る手だてとして深めていきたい。

●生徒が主体となり考えを深められるように、思考に沿った数学的活動を実践していきたい。

※参考文献

文部科学省：中学校学習指導要領解説 数学編 平成２９年７月  日本文教出版

＜生徒の感想＞

○２元１次方程式には答えがいくつもあることが分かった。  

○問③はたくさんの解き方があった。

○２つの式を組み合わせて解くのが難しかった。       

○表に表して、当てはまる数を求めるのが分かりやすかった。

○モデルで記号を文字に当てはめる考え方が分かりやすかった。

○図と式がつながった。式で考えた方が分かりやすいと思った。

○左辺と右辺の記号をそろえた計算から、文字のそろえ方がよく分かった。

＜生徒の活動の様子＞

○問１では、立式せずに念頭操作で解を求める生徒が多かった。解法の手順をペアで説明し合

うことで等式の性質について振り返ることができた。

○問２は、数を当てはめて考える生徒が多く、複数の解が出たところで表にまとめ確認をした。

○問３では、２つの図を組み合わせて考えることがよく分からない生徒が見られたが、問１・

２をヒントに相談することで、複数の考え方が生徒から出された。共有場面では、解法の紹

介のみに終わったので、生徒による解法の説明の時間をしっかりと確保できるとよかった。

○モデルでも、文字でも手順に沿って計算できることのよさに気付くことができた。
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数学的な表現を用いて事象を簡潔に表現する力の育成

～振り返り活動の充実を通して～

渋川市立赤城南中学校 相澤 陽平

Ⅰ 主題設定の理由

学習指導要領の数学科の目標の（２）では、「数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形

などの性質を見出し、統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に

表現する力を養う」となっている。

数量や図形などの性質を見出し、統合的・発展的に考察する力は、主に、数学の事象から問題を見い

だし、数学的な推論などによって問題を解決し、解決の過程や結果を振り返って統合的・発展的に考察

する過程を遂行することを通して養われていく。数学が歴史的に発展しているのは、一旦解決された問

題やその解決過程を振り返り、問題の条件や仮定を見直したり、共通する性質を見いだしたり、概念を

一般化したり拡張したりする活動を数学者たちが続けているからである。今後の時代も同様に統合的・

発展的に考察する過程を通して、より良い未来につながっていくと考えられる。したがって、数学の事

象についての問題解決の指導に当たっては、振り返ることで生徒に新たな発見を促したり、統合的・発

展的に考えさせたりすることが必要である。

また、数学的な表現は物事の特徴を抽出し簡潔・明瞭に表すとともに、考察対称を一般的に表す。こ

のよう数学的な表現は、それを使わないで考えるよりも質の高い思考を可能にする。質の高い思考がで

きることで「自分が理解していること・できることをどう使うか」が明確になり、生きる力を育むこと

ができる。したがって、指導に当たっては、目的に応じて的確な数学的な表現を選択したり、一つの対

象の幾つかの数学的な表現を相互に関連付けたりすることが必要である。

さらに、本校の校内研修では、「主体的に学習に取り組む生徒の育成 ～言葉で伝え合い、学び合う活

動を通して～」をテーマに授業改善に取り組んでいる。生徒の実態を把握し、授業の中で言語活動を取

り入れ、より適切な手立てや指導体制の工夫・改善を目指している。授業改善のポイントとして、「生徒

が見通しをもって授業に取り組み、自らの学習活動を振り返って次につなげられるよう、目当てと振り

返りの時間を設定する。」「問題解決のため、また自らの考えを広め深めるために、ペアやグループの小

集団で考えたり発言したりする対話的な学びを設ける。」となっている。生徒の実態に合わせた授業改善

が必要である。

そこで、生徒の実態に合わせて、統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・

明瞭・的確に表現する力を身につけさせるために、振り返り活動の充実を本研究の主題を設定した。

Ⅱ 研究目標

振り返り活動の充実を通して、統合的・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明

瞭・的確に表現する力がつくことを明らかにする。

Ⅲ 研究内容

（１） 手立て

ⅰ ペアでの振り返り
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   まず、授業ごとに振り返りシートを記入させる。本時の学習を簡潔に、式や表、グラフなど

数学的な表現を用いてまとめさせる。

次時の授業開始時、振り返りシートを用いて、

ペアで前時の内容をお互いに説明させる。このと

き、ただ読ませるのではなく、補足を入れながら、

簡潔に話すように指導する。そして、他者評価を

させる。簡潔・明瞭・的確な表現であれば、好評

をつけるように指導する。

最後に、全体で数名に発表し、クラス内での他

者評価の誤差を小さくする。

＜本研究で使用した振り返りシート＞

○自己評価、他者評価は A～Dの４段階で

評価する。

○自己評価は、授業内容をどれだけ理解

していたかの評価である。

○他者評価は、ペアの相手が記入する。

ⅱ イメージマップ

まず、統合的・発展的に学習内容を考察するために、単元ごとで振り返りをさせる。授業ごと

のつながりを意識させ、学んだことをイメージマップに書き出し、全体を簡潔に把握させる。

次に、イメージマップの要素を知識・理解、技能、数学的な見方・考え方に色分けさせる。知

識・理解は赤、技能は青、数学的な見方・考え方は、その他の色をつけさせる。

（２）評価方法

ⅰ振り返りシートでの変容

振り返りシートで、数学的な表現を用いて、簡潔・明瞭に表現できているか調査する。

ⅱアンケート調査

振り返りシートの実践に対して、生徒にアンケート調査を行う。

  

Ⅳ 実践例

（１） イメージマップ

【実践例①】

１．単元名 １次方程式

２．イメージマップ 右図参照

３．考察

①無地の用紙を使う。
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②用紙は横長に使う。

③セントラルイメージは各単元とする。

④ブランチは関連を意味する。

⑤知識・理解は赤、技能は青、数学的な見方・考え方は、その他の色をつける。

以上のことを説明し、教科書やノート、振り返りシートを使いながら、イメージマップを書かせた。

多くの生徒が初めてのことで戸惑い、イメージの個数が少なく、ブランチが１対１対応だった。また、

３観点の色分けもどれに分類するのかが分からず、色分けしていないイメージが目立った。

イメージマップ作成後に、もう一度、知識・理解は赤、技能は青、数学的な見方・考え方は、その他

の色をつけることを、具体的な内容を用いて説明した。

【実践例②】

１．単元名 量の変化と比例、反比例

２．イメージマップ 右図参照

３．考察

２回目のイメージマップの作成で、多くの生徒が

１回目より多くのイメージを書くことができた。

また、ブランチが１対１対応だけでなく、１対多数

の対応になっており、各イメージとのつながりができる

分かるようになった。

さらに、３観点の色分けでは、前回の反省から赤、青、その他に

分類することができていた。しかし、まだ、色分けの仕方が分からず、どこに分類するか分からない生

徒がいた。

【実践例③】

１．単元名 平面の図形

２．イメージマップ 右図参照

３．考察

３回目のイメージマップ作成では、

前回より多くイメージをかけた生徒が多い。

また、１つのイメージから多数のブランチが

伸びており、関連付けて考えられるようになった。

さらに、３観点での色分けでは、正しく色分け

できるようになってきており、単元による３観点の

違いを理解できてきた。

最後に、今回のイメージマップ作成後にクラス全体で、

イメージマップを共有し、良い例を見つけ、次のイメージ

マップ作りに生かすよう指導した。
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【実践例④】

１．単元名 空間の図形

２．イメージマップ 右図参照

３．考察

４回目のイメージマップ作成では、式や図など

を用いてイメージマップを作成できるように

なった。

また、図の中に大切なことを書き込むなど、

より詳しい情報を書き入れることができている。

３観点の色分けでは、前回同様に正しく色分けする

ことができている。

（２） 振り返りシート

【A さん】

１．振り返りシート 右図参照

２．考察

振り返りシートを使い始めた当初は、

振り返りではなく、感想に近かった。

振り返りの回数を重ねる毎に数学的な

表現を用いて表現できるようになった。

特に、式や表、グラフなどを駆使して

簡潔にまとめようとしている。

また、方程式の応用問題の振り返り

では、少ない空欄の中、工夫して振り

帰りをしている様子が伺える。

【B さん】

１．振り返りシート 右図参照

２．考察

振り返りシートを使い始めた

当初は、感想だったり、簡潔に

まとめられなかったりしていた。

しかし、回数を重ねる毎に、
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表や式を使い、簡潔、的確に振り

返りをすることができた。

Ⅴ 成果と課題

＜成果＞

１ 振り返りシートでの変容

  初めは、感想や言葉のみで振り返りを行っていた生徒が多かったが、回数を繰り返すと、数学的な

表現である式、表、グラフなどを用いて、簡潔に表現できるようになった。

また、ペアでの振り返りを行うときも初めは、「こうする」や書かれていることをただ読んでいるだ

けだったが、回を重ねる毎に式やグラフで説明できるようになった。

  以上のことから、振り返りシートを用いることで、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確

に表現する力がついたと考えられる。

２ アンケート調査

アンケート結果

２月１８日（月）に１年生（３４名）に対してアンケート調査を実施した。

ⅰ 振り返りシートについて

A B C D A+B

（１） 振り返りシートは、授業を理解するのに

役立ちましたか。

１７人

５０％

１５人

４４％

２人

６％

０人

０％

３２人

９４％

（２） 振り返りシートは、数学的な表現を使おう

としましたか。

１４人

４１％

１４人

４１％

５人

１５％

１人

３％

２８人

８２％

（３） 振り返りシートは、簡潔かつ明確に書こうと

心掛けましたか。

１２人

３５％

１８人

５３％

４人

１２％

０人

０％

３０人

８８％

（４） 授業開始で、ペアで確認し合うことで、

より良い表現ができるようになりましたか。

１６人

４７％

１５人

４４％

３人

９％

０人

０％

３１人

９１％

自由記述欄より

○授業でやったことを簡潔に書いたことで、頭の中に記憶しやすかった。忘れてしまったときにすぐ分

かるようにできていた。

○テスト前に振り返りシートを見れば、簡単に時間をかけずに大切なことが分かる。

○自己評価と他者評価があって、他者からの意見やアドバイスを聞けたのが良かった。

○間違って覚えていたことを隣の人に教えてもらえた。
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ⅱ イメージマップについて

A B C D A+B

（１）イメージマップは、単元全体を理解するのに

役立ちましたか。

２０人

５９％

１３人

３８％

１人

３％

０人

０％

３３人

９７％

（２）イメージマップは、単元全体の関連を理解する

のに役立ちましたか。

１９人

５６％

１４人

４１％

１人

３％

０人

０％

３３人

９７％

（３）イメージマップを書くとき、つながり（ブラン

チ）をたくさん書けましたか。

１３人

３８％

１９人

５６％

２人

６％

０人

０％

３２人

９４％

（４）イメージマップの３観点での色分けは、単元全

体を理解するのに役立ちましたか。

１３人

３８％

１０人

２９％

１０人

２９％

１人

３％

２３人

６８％

自由記述欄より

○各単元で振り返れたから大きな振り返りシート的な存在になった。

○どのようなことを学んだか、どれだけ理解できているかを知れた。

○色分けすることで、どこが何なのかがしっかり分かる。

○単元全体の繋がりが見えるので良い。

○短い文でたくさん繋げてより理解が深められた。

○イメージマップを見れば、各単元全体の内容がだいたい頭に入ってくる。

アンケート調査の結果から、振り返りシートやイメージマップでの各授業、各単元の振り返り活動を

通して、単元全体の繋がりがみえたり、３観点で色分けすることで理解が深まったりすることができた。

以上のことから、統合的・発展的に考察する力がついたと考えられる。

＜課題＞

１ 振り返りシート

振り返りシートの欄が小さく、図や表を

書くと書き切れない場合がある。したが

って、図のように振り返りの欄を縦に広

くとり、より数学的な表現である図や表

を使えるようにした。

２ ペア学習

ペア学習では、毎回同じ生徒と他者評価をしてしまい、評価が一定になってしまう。色々な生徒同

士で評価させることで、さらなる数学的な表現方法が身に付くと考えられる。

また、表や式、グラフを用いて説明するとき、言葉で上手く表現できずにいる生徒が多かった。伝

え方も他者評価の要素として考えるとより良い表現の仕方の発見につながると考えられる。



研究主題 数学的活動を通して未来を拓く算数・数学教育

サブテーマ ～学習指導要領の趣旨を生かした指導～

片品村立片品中学校 柗井 雅之

Ⅰ 主題設定の理由

新学習指導要領では 「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を通して，創意，

工夫を生かした特色ある教育活動を展開する中で，生徒に生きる力を育むことを目指すものと

する 」とされている。その上で，数学科の目標では「数学的な表現を用いて事象を簡潔・明。

瞭・的確に表現する力を養う 」とある。数学的に表現することによって，一層合理的，論理。

的に考えを進めることができるようになったり，新たな事柄に気づいたりすることも可能にな

る。また，考えたり判断したりすることをふり返って確かめることも容易になる。こうした経

験を通して，数学的な表現のもつ働きについて実感を伴って理解できるようにすることが大切

である。

本校の生徒は数学的に表現することや数学的に表現されたものを読み取ることに課題があ

る。特に，自分の考えを数学的に説明することを苦手としている。そのような背景としては，

数学が実生活の中でどのように役立っているのか実感できていないことが考えられる。また，

説明の際に根拠を明らかにするのではなく，計算の手順や計算の仕方になってしまうことが多

い。新学習指導要領数学編では 「数学を生活や学習に生かそうとする態度を養う」とされて，

。 ， ，いる 現代の社会生活において思慮深く賢明な市民として生きていくには 様々な事象に際し

見方・考え方を自在に働かせることが大切である。そこで数学的な見方・考え方を働かせた数

学的活動を通して，生活や学習に果たす数学の役割に気付くことができるようにし，数学を積

極的に活用しようとする態度を養うことが大切である。

そこで数学的な活動を一層充実させることで，数学が実生活の中で役立っていることが実感

でき，またそのような学習の中で互いに自分の考えを表現し伝え合う活動を取り入れることで

他者にわかりやすく表現し伝えることを考え，互いの意見のから良い表現を見いだし自分の考

えや意見をより分かりやすい表現に変えて伝えられるようになるのではないかと考えた。

Ⅱ 研究目標

自分の考えをわかりやすく表現する指導の在り方を，授業に説明し伝え合う活動を計画的に

位置づけ，生徒が互いに思考や表現を学び合う授業実践を通して明らかにする。

Ⅲ 研究内容

①実生活の中で役立っていることが実感できることの工夫

・生徒にとって身近で，日常生活との関わりや数学の良さが実感できるような教材を与え，

生徒が考えることに意欲をもてるような学習内容となるようにする。また，単元を通した学

習課題を与え，単元終了時には課題が解決できるように単元設定をする。

②説明し伝え合う活動の工夫

・本時の学習を達成させるためにペアや小集団，ジグソー活動による課題解決を取り入れ，

自他の考えを比較させたり，同じ問いに対する多様な表現を聞いて考えを深めたりできるよ

うにする。

1Ｄ－
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③自分の考えを表現する活動の工夫

・ノートや学習プリントに，自分の考えや解く手順を書かせるように声をかけ，既習事項を

どのように活用したのかをまとる。また，ジグソー活動等を取り入れて，同じ考えをもつ人

との会話を通して自分の考えを伝えるとともに，他者に伝わりやすいような表現ができるよ

うにグループで考える。

Ⅳ 実践例

実践① １年 正の数と負の数（四則）
自然数・整数・すべての数について，四則の計算の可能性を３～４人のグループで話し合い

解決する。
（１）単元と本時の関わり

○四則の混じった計算を，既習事項を用いて答えを求める主体的な学びの設定
○友達とともに四則の混じった計算の手順を考える対話的な学びの設定

（２）本時の目標
正の数，負の数の四則の混じった計算の意味や計算順序を理解し，正確に計算できる。

（３）本時の準備
思考整理ツール，付箋紙

（４）本時の展開
過 時 学習活動 学習活動への支援・留意点
程 間 予想される生徒の反応 ★努力を要する生徒への留意点

☆おおむね満足できる生徒への支援
Ｔ１ Ｔ２

１ 四則について整理させる。 ・既習事項の用語を問い課 10
２ 本日の学習課題を確認する かける。題 。

提
めあて 四則の混じった式を，小学校の計算の順序をもとに計算しよう。示

， 。30 ３ 問題① ②を取り組ませる

① －３＋２×（－４） ② （－３＋２）×（－４）

★正の数と負の数が混じった加 ★加法や乗法の計算のや ★加法や乗法の計算のや
法や乗法の計算を間違えてい り方を確認する。 り方を確認する。
る。 ☆自分の計算の手順を整 ☆自分の計算の手順を整課

☆計算の順序を考えて，答えが 理させる。 理させる。
。題 求められている。 ・計算の手順を確認する

解

決

， 。４ 問題③ ④に取り組ませる

③ （－３＋２）×（－４） ④ {（－３） ＋２ }×（－４）2 2 2

★正の数と負の数が混じった加 ★加法や乗法の計算のや ★加法や乗法の計算のや
法や乗法の計算を間違えてい り方を確認する。 り方を確認する。
る。 ☆累乗の計算を手順の中 ☆累乗の計算を手順の中

☆累乗やかっこの中を先に計算 ではどの位置にくるの ではどの位置にくるの
する。 か，計算の順序を再考 か，計算の順序を再考

させる。 させる。
・思考整理ツールを使っ
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て，四則と累乗，かっ
こを付箋に書いて，手
順を整理する。

５ 自分の計算のやり方と友達 ★わかる手順から整理す ★わかる手順から整理す
の考えを比較して，グループ るように促す。 るように促す。
で計算の順序を整理する。 ☆問題の手順をもとに， ☆問題の手順をもとに，

★手順がわからない。 計算の順番を整理する 計算の順番を整理するよ
ように促す。 うに促す。

☆累乗とかっこの順番がわから
ない。

10振
振り返りり
四則が混じった計算の手順は，どのような手順で計算すれば答えが求めること返

ができるか。り

評価項目【観点 （方法） 〇おおむね満足 ◎十分満足】

〈学習活動５において 【観点】技能 （方法）思考整理ツールプリント，観察，ノート〉

〇正の数，負の数の四則の混じった計算の意味や計算順序を理解し，正確に計算できる。

◎正の数，負の数の四則の混じった計算の意味や計算順序を理解し，能率的かつ正確に計

算できる。

実践２ ２年 連立方程式
かっこや分数，小数の混じった連立方程式をジグソー法で必要な条件を見つけ解決する。

（１）単元と本時の関わり
かっこや分数，小数のある連立方程式の解き方を，生徒間の交流を通じて，これまでに学ん
だ加減法や代入法へと結びつけ考える。

（２）本時の目標
いろいろな連立方程式を工夫して解いてみよう。

（３）本時の準備
教科書，宿題プリント

（４）本時の展開

過 時 学習活動 学習活動への支援・留意点
程 間 予想される生徒の反応 ★努力を要する生徒への留意点

☆おおむね満足できる生徒への支援
Ｔ１ Ｔ２

課 １ １次方程式の復習をする。 ・１次方程式を復習す ・机間支援を行い，つ
題 ることで，本時のめ まずいている生徒へ10
提 あてがどのようなも 支援をする。分 １（ ）
示 のか生徒に予想させ

る。
（ ）２

めあて いろいろな連立方程式を工夫して解いてみよう。

・全体で解き方の確認を ・つまずいている生徒へ２ 問題を解く方法を考える。
した後，計算を早めに の声かけをする。1 0 Ｑ１
終えた生徒にはまだ計 ・できている生徒へは解分
算の終えていない生徒 を求めるよう声かけを
への支援をお願いする する。。

・解けた生徒には加減法の解き方について考える。
・代入法それぞれ違った課 ・既習の連立方程式とどこが

解き方で解いてみるよ異なるかを確認し，どのよ
う指示する。題 うに計算していけばよいか

・代入法を意識して先にを個人で 分程度考えたあ2

  














  

    




代入した生徒には，前解 とグループで話し合う。
章の式の値の際，複雑★１次方程式の際，かっこが
な式は先に整理したこ決 あるときはまずかっこをは
とを確認する。ずすことを確認する。

☆１次方程式の際，かっこが
あることに気付きかっこが ★１次方程式の復習で，まずかっこをはずした
はずせる。 ことを確認し，２元１次方程式でもできない

か考えさせる。
☆かっこをはずすことに気付いた生徒はその理

由を言葉で説明できるよう声かけを行う。

３ 問題を解く。 ・分数が含まれた式の ・机間巡視を行い，悩
計算では，最小公倍 んでいる生徒への支20 Ｑ２
数をかけることを復 援を行う。分
習問題を踏まえてし
っかりと確認し意識
させる。Ｑ３

・両辺にかけるように
強調して伝える。

・Ｑ１同様に，どこが異なる
かを確認し，計算手順を考
える。

10 100★分数は分母を払うこと，小 ★分数は分母を払うこと，小数は 倍または
倍して小数を無くし計算すると位がそろって計数は 倍または 倍して10 100
算しやすいことを確認する。小数を無くし計算すること

☆位をそろえて計算できることに気付いた生徒はに気付けずそのまま計算し
。ている。 その理由を言葉で説明できるよう声かけを行う

☆分数は分母を払うこと，小
数は 倍または 倍して ・計算の順番を整理す ・計算の順番を整理す10 100
小数を先に整理し計算して るように促す。 るように促す。
いる。

◯振り返り振 10
， 。り 分 ・かっこや分数 小数があるときはまずそれぞれの式を整理してから計算を行う

返
り ４ 教科書 問１と 問２， ・全体で確認を行い，P47 P48

問４を行う。 できる限り生徒の言

葉でまとめる。

評価項目【関心 （取り組みの様子・ノート） ○おおむね満足 ◎十分満足】

〈学習活動３において〉

○ 次方程式で学んだことをもとに，連立方程式においてもかっこや分数・小数を整理し1

てから計算を行うとよいことに気付くことができる。

◎ 次方程式で学んだことをもとに，連立方程式においてもかっこや分数・小数を整理し1

た方が計算を簡単にできることに気付き，自分の言葉でまとめることができる。
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実践３ １年 比例と反比例

ある選手がフルマラソンの新記録を出せるか予想し，比例の関係を用いてペアで解決する。

（１）目標

表やグラフからマラソン選手の各距離とタイムが比例の関係であることに気付き，ゴールの

時間を予測し，説明することができる。

（２） 準備

教科書，学習プリント，ホワイトボード，マーカー，パソコン，テレビ，

既習事項の用語が書かれたキーワードカード

（３） 本時の展開（★努力を要する生徒，☆おおむね満足できる生徒）

過 時 学習活動 学習活動への支援・留意点

（ ） （・Ｔ１，◇Ｔ２）予想される生徒の姿

程 間

課 5 １．課題を把握する。

題 分 ○東京マラソン日本新記録（当 ・東京マラソンの映像を見せて，関心を高める。

提 時）の動画を見る。

示 ○学習課題を提示する。

Ａ選手は，次の表のようなタイムで３０ まで走っています。km
日本記録（２時間５分５０秒）を更新することができるでしょうか？

距離（ｋｍ） ５ １０ １５ ２０ ２５ ３０

タイム（分） １５ ３０ ４４ ５９ ７４ ８８

○既習事項を確認し，課題解 ・ 日本記録を更新できるのか？」という問いか「

決の見通しをもつ。 ら，距離とタイムの関係に目を向けるように促

し，解決の見通しがもてるようにする。

・本時に活用させたい既習事項を書いたキーワー

ドカードを用意する。

○めあてを提示する。

ゴールタイムを予測する方法を考え，根拠をもとにみんなに分かりやすく説明し

よう。

・まず，個人で予想し，その後ペアで学び合い，問課 5 ２．個人で課題を解決する。

題解決の意欲がもてるよ題 分 ○表，式，グラフを使い，各

うにする。解 距離とタイムの関係を考え

決 る。
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・★表をもとにして，距離とタイムの値から何倍す〔予想される生徒の姿〕

ると，ゴールタイムが求★どの方法でやれば良いのか

められるか考えさせる。分からない。

・★タイムの二量，距離の二量に注目させて，タイ★表，式，グラフの１つに整

， ， ，理したが何をすればよいの ムの値が２倍 ３倍 …になると距離の値も２倍

３倍，…になるになっていることに気付かせ，自か，わからない。

分の考えが表せそうなものからゴールタイムを予☆式，表，グラフのどれか１

想させる。つ以上に表し，比例と判断

している。

◇☆表，式，グラフを利用し，ゴールタイムを予想

させ，その根拠も考えさせる。○距離とタイムの関係を比例

◇比例とみなしている生徒の考えを把握し，取り上とみなしてよいか考える。

げる生徒を決める。

・比例とみなしている生徒の考えを発表させる。

・５kmごとのタイムでは，はっきりとした比例関係

が得られないが，比例とみなして考えることがで

きることをおさえる。

・自分の考えを広げたり，1 0 ３．ペアで考えを交流し解決

深めたりするために，話分 方法を検討する。

し合いのルールをもとに○Ａ選手のゴールタイムを求

話し合う。め，記録更新できるかどうか

・分かりやすく説明できる判断する。

ようなキーワードカード

を用意し，比例の表，式

グラフを用いて説明することに気付かせる。

・★表，式，グラフのいずれか１つの方法で説明で

きるようにする。

◇☆表，式，グラフで考えるときにそれぞれのよさ

に気付かせ，学習プリントに記入するよう促す。

1 5 ４．ペアの考えを説明する。

分 （全体） ・お互いの考えを出し合い共有する。

［予想される生徒の姿］

＜表から＞

表を使って考えると，「距離が２倍，３倍となると，タイムも２倍，３倍となっている」と考えられるから，比例の

関係である。５kmのタイムが15分なので，42.195kmは8.439倍なので，15×8.439＝126.585（分） 約２時間６分

36秒
＜グラフから＞

グラフをかくと，原点を通る直線と考えられるから，比例の関係である。

だから，42.195kmのグラフを読み取ると，だいたい125分（２時間５分）になる。

＜式から＞

距離をx，タイムをyとして，y/xの値を求めると，

15／５＝３，30／10＝３，44／15＝2.93，59／20＝2.95，74／25＝2.96，88／30＝2.93
y/x の値がほぼ一定になると考えられるので，比例の関係である。

2.93を比例定数として，y ＝2.93xの式ができる。これは，y=ax の形になるので，比例である。



ふ 1 5 ５．学習を振り返る。 ・どのように考えたのか，その過程を表現させる

り 分 ○マラソン大会のタイムから ことで，比例とみなして考え，関数を学ぶこと

返 各自のフルマラソンのゴール のよさを実感させる。

り タイムを求める。

評価項目【数学的な見方や考え方 （学習プリント，発表，観察）〇おおむね満足 ◎十分満足】

〈学習活動３において〉

〇マラソン選手の各距離とタイムの関係を比例とみなして，その関係を表，式，グラフを使

って説明している。

◎マラソン選手の各距離とタイムの関係を比例とみなして，その関係を表，式，グラフを相

互に関連付けながら説明している。

Ⅴ 成果と課題

○成果

， 。・数学的な表現を用いることで より説得力のある説明ができると実感できるようになった

・ペアや少人数など少人数による課題解決学習をしたことで，生徒が自他の考えを比較し，

多様な表現方法があることに気づくことができるようになった。

， ，・自分の考えをノートや学習プリントに記述したことで 自分の考えを整理するようになり

また友だちに考えを伝える際，数学的な表現を使って説明できるようになった。

・説明をする際，定型文などを用意しておくことでどのように説明すると伝わりやすいかを

考えるようになった。

●課題

・ジグソー法を活用する際は，何を生徒たちに考えさせたいのか，比較させたいのか明確に

しておく必要がある。

・生徒間の交流の際，意見を言い合うだけでなく自分たちの考えがまとめに向かうよう言葉

掛けをする。

・めあてに対する振り返りの時間を十分確保する。

・本時のめあてに対して適切な振り返りが何かをしっかり考え設定する。

※参考文献

文部科学省：中学校学習指導要領解説 数学編 平成２９年 日本文教出版

明治図書： 主体的・対話的で深い学び」を実現する知識構成型ジグソー法による数学授業「

7Ｄ－
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数学的活動を通して未来を拓く算数・数学教育数学的活動を通して未来を拓く算数・数学教育数学的活動を通して未来を拓く算数・数学教育数学的活動を通して未来を拓く算数・数学教育

～『見通し』を重視した指導の工夫を通して～

前橋市立箱田中学校 野口 優実

Ⅰ 主題設定の理由

学習指導要領では、数学科の目標を「数学的活動を通して、数量や図形などに関する基

礎的な概念や原理・法則についての理解を深め、数学的な表現や処理の仕方を習得し、事

象を数理的に考察し表現する能力を高めるとともに、数学的活動の楽しさや数学のよさを

実感し、それらを活用して考えたり判断したりしようとする態度を育てる。」と示してい

る。そして、特に重視している数学的活動として「既習の数学を基にして数や図形の性質

などを見いだし発展させる活動」、「日常生活や社会で数学を利用する活動」、「数学的な

表現を用いて根拠を明らかにして筋道を立てて説明し伝え合う活動」の三つが示されてい

る。

本校の生徒は落ち着いた雰囲気で学習に臨んでおり、平易な計算問題などには意欲的に

取り組むことができている。しかし、「なぜそうなるのか」を問うような問題に対して、

自分の考えを説明できる生徒はごく少数に限られており、多くの生徒は「説明を聞けばい

い。」といった受け身になりがちな傾向が見られる。このような傾向の要因は、解決のた

めの技能や知識の定着が不十分であることや、技能や知識が身に付いていてもそれらを活

用する力が弱いことにより、思考力を問うような問題ではどうしたらいいかわからず、解

決への見通しをもてないためと考える。また、自らの指導において、根拠を明らかにしな

がら、自分の考えを図や言葉や式を使って説明し伝え合う活動が十分に行われなかったこ

とも大きな要因であると考える。

そこで、既習事項をしっかり定着させ、身に付いた技能や知識を活用して問題を解決で

きるようにするため、既習事項の復習を取り入れ、それを基に解決を図ることのできる課

題を設定した授業作りを行うようにする。また、受け身の学びから主体的な学びに変えて

いくために、生徒自身が「やってみたい」と思えるような課題を設定した授業作りを行う

ようにする。更に、結果や解決のための見通しをもたせることにより、自らの力で解決し

てみたいという気持ちにさせ、主体的な学びを促したい。そして、自分の考えを図や言葉

や式を使って説明し伝え合う活動の工夫により、数学的な思考力や表現力を高めていきた

い。

以上の理由から、技能や知識の活用を促す課題を設定し、見通しをもって数学的活動に

取り組むことによって、主体的な学びが促され、考えを表現する力を高めることができる

と考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究目標

主体的な学びを促し、考えを表現する力を高めるために、技能や知識の活用を促す学習

課題を設定し、見通しをもって数学的活動に取り組むことが有効であることを実践を通し

て明らかにする。
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Ⅲ 研究内容

（１）技能や知識の活用を促す学習課題の設定

生徒の内にある「やってみたい」、「解決したい」という意欲を引き出せるような課

題を設定する。生徒にとって身近であり、日常の事象と関連付いた課題、数学的な見方

や考え方のよさを感得できる課題、多様な考え方ができる課題、既習事項を用いて解決

する意義を感じられる課題を設定した授業を行い、主体的に学ぶ意欲を高められるよう

にする。

（２）見通しをもって学習に取り組むための工夫

①めあての提示

授業開始時、めあてを板書し、本時で学ぶべきことを明確にする。その際、めあては

生徒にとって分かりやすい言葉で表現し、本時の学習の見通しをもてるようにする。

②既習事項の確認

導入では、本時の課題を解決するために必要な既習事項を復習する場面を設定する。

既習事項はフラッシュカード等にまとめ、黒板に掲示し、生徒が授業中にいつでも振り

返ることができるようにしておき、黒板を参考にしながら課題解決への見通しをもてる

ようにする。

③具体的な活動の場の設定

具体物の操作や実験などの具体的活動を取り入れ、数量に関する関係などについて実

感をもって捉えられるようにし、結果や解決への見通しをもてるようにする。

（３）自分の考えを図や言葉や式を使って説明し伝え合う活動の工夫

課題解決の場面において、まずは自分の考えをもたせるために個人で解決する場を設

定する。その際、式や途中の計算だけでなく、図や表、言葉なども記入できるワークシ

ートを用いることにより、他者に根拠をもとに筋道立てて説明する力を高められるよう

にする。そして、個人解決後は、４人程度の小グループで解決する。そこでは、単なる

式と答えの発表で終わらないよう、話し合いの視点（①数学的な用語を用いてわかりや

すく説明できているか、②解決できていない場合はどうすれば解決できるのか、③わか

りやすい式はどれか）を設け、互いの学びの中で考え、表現する力が高められるように

する。

Ⅳ 実践例

１ 単元名 １次方程式

２ ねらい

実際的な問題について、方程式を使って解決するための考え方と手順を理解し、問題

を解くことができる。

３ 準備

教科書 ノート ワークシート 模造紙 写真 実物投影機 ＴＶ 掲示資料

４ 展開（ は研究に関わる部分）

学 習 活 動 時間 指導上の留意点・支援 評価項目



- E-3 -

１本時のめあてと既習事項 10 ・めあての掲示により、方程式を利用して課題を

を確認する。 解決するという見通しをもたせるようにする。

めあて １次方程式を利用して身近な問題を解決しよう

○復習問題を解く。 ・方程式を使って解決するための手順を確認しな

がら掲示することにより、本時の課題に見通しを

もって取り組めるようにする。

２本時の課題をつかむ。 10

横の長さが９２㎝の模造紙に、横の長さが１３㎝の写真５枚を一列に貼ろうと思

います。両はしの間隔も含めて、すべての間隔が同じになるには、間隔を何㎝に

すればよいかを考えよう。

○実際に模造紙に写真を並 ・実際に操作する活動を通して、数量に関する関

べる。 係などについて実感をもって捉えさせるように

・〇㎝くらいになりそう。 し、結果や解決のための見通しをもたせるように

・間隔は６カ所だ。 する。

・間隔の合計と写真の横の

合計が模造紙の横と等し

くなる

画像９

３個人で追究する。 ７ ・図や表、言葉などを記入できるワークシートを

○等しい数量の関係を見つ を用いることにより、他者に根拠をもって説明で

けて立式し、答えを求める。 きるようにする。

・６５＋６ｘ＝９２ ・図を用いて表現させることにより、等しい関係

・６ｘ＝９２－６５ にある数量を捉えることができるようにする。

・(９２－６ｘ)÷５＝１３ ・自力解決が困難な生徒に対しては、方程式を使

・５(ｘ＋ 13)＋ｘ＝９２ って解決するための手順を振り返らせ、立式でき

るよう支援する。

めあての提示

既習事項の確認

技能や知識の活用を促す学習課題の設定

具体的な活動の場の設定

自分の考えを図や言葉や式を使って

説明し伝え合う活動の工夫
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・早くできた生徒には他の式を考えるように促

す。

・問題を解決できたら、解決の過程を数学的な表

現を用いながら、自分なりに説明するための準備

をしておくように指示する。

・自分の考えを図や式を用いてわかりやすく説明

できそうな生徒を発表者として確認しておく。

４グループで追究する。 18 ・グループで発表させることにより、他の生徒の

○自分の考えを発表し、解 表現の仕方や考え方のよさに気付くことができる

決の過程について、以下の ようにする。

観点から検討・修正のもと ・検討、修正の観点を与えることにより、目的意

問題の解決を図る。 識をもった話合いができるようにする。

検討・修正の観点 ・うまく説明できない生徒には、方程式を使って

・数学的な表現を用いて 解決するための手順を参考にしながら、説明する

わかりやすく説明できて ように促す。

いるか。 ・グループ全員が６５＋６ｘ＝９２の式の場合は

・解決できていない場合 別の式を提示し、異なる式を検討に加えるように

は、どうすれば解決でき する。

るのか。 ・個人追究で解決できなかった生徒も、グループ

・分かりやすい式はどれ での話合いを通して立式、解決できるようにする。

か。

評価項目

◇実際的な問題に関心をもち、方程式を活用し

て解決しようとしている。【関】(観察･ﾜｰｸｼｰﾄ)

◇具体物や図を用いて立式し、その式の意味に

ついて考えることができる。【考】

(観察･ﾜｰｸｼｰﾄ)

○解決の過程を全体に発表 ・実物投影機で発表者のワークシートをＴＶに映

する。 し出すことにより、問題の解決の過程を視覚的に

・６５＋６ｘ＝９２で答え 捉えられるようにする。

を求めることができる ・発表者に方程式を使って解決するための手順を

・方程式を使えば問題を解 意識して説明させることにより、方程式を利用し

決することができる。 て身近な問題を解決するための方法を捉えられる

・求めるものをｘとおき、 ようにする。

式を作ればよい。

５本時の振り返りをする。 ５ ・活用問題を解くことにより、本時の振り返りを

○本時の学びを生かして、 行い、学習の定着を図るようにする。

教室に机を等間隔で並べる ・日常生活などの実際的な場面において、方程式

場合の間隔を求める。 を活用していこうとする意欲をもてるようにす

る。

自分の考えを図や言葉や

式を使って説明し伝え合

う活動の工夫
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＜板書計画＞

ＴＶ 黒板 めあての掲示

（生徒のワークシート 模造紙の掲示 活用問題の解答 既習事項

を映し出す） 写真 の板書 の掲示

課題の掲示

Ⅴ 成果と課題（○成果、●課題）

（１）技能や知識の活用を促す学習課題の設定

○校内を写した写真を用いて写真展を

開催するという設定のもと、台紙に

５枚の写真を均等に貼るためには間

隔を何㎝にしたらよいかについて考

えた。自分の学校が登場したり、日 画像１

常生活でもあり得そうな設定だった

りと生徒にとって身近な内容を取り

上げた課題であったため、「解決し

たい」という内なる意欲を引き出す

ことができた。 【計算して考え始めようとする様子】

○課題を解決するためには学んだ知識や技能を生かすことが必要であったため、それら

を積極的に活用しようとする態度が見られた。

●技能や知識の活用を促す学習課題を設定した授業が限られた時間のみになってしまっ

た。積極的に数学を活用しようとする意欲を高めるためには、継続して取り組んでい

くことが必要である。そのためには、単元計画を見直し、技能や知識の活用を促す学

習課題を設定した授業を位置付けていく必要がある。

（２）見通しをもって学習に取り組むための工夫

①めあての提示

○授業開始時に生徒にとってわかりや

すい言葉でめあてを提示したことに

よって、１時間で学ぶべきことが明

らかになり、見通しをもって学習に 画像２

取り組むことができた。

○本時で学ぶべきことが明確になった

ことにより、生徒一人一人がやるべ

きことを意識することができ、主体

的に学ぶ姿勢が見られるようになっ

た。 【めあての提示】
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●めあての提示が教師からの一方的な押しつけになってしまっていたので、主体的な学

びを促すためにも生徒自身がめあてを自分のものとして捉えられるよう工夫をしてい

く必要がある。

②既習事項の確認

○本時の課題を解決するために必要な既習事項として、個数や代金について１次方程式

を用いて求める復習問題に取り組んだ。このことにより、本時の課題に対しても方程

式を利用して解決するという見通しをもつことができ、自分の力で課題を解決するこ

とができた。

○方程式を使って解決するための手順について確認し、フラッシュカードにまとめて黒

板に掲示したことにより、立式の手順を振り返ることができ、自力解決が困難な生徒

も主体的に課題に取り組むことができた。

●基礎・基本を確実に定着させ、既習事項を積極的に活用していこうという姿勢を育て

るためには、毎時間、継続して復習問題に取り組ませる必要がある。

画像３

画像４

【復習問題に取り組む様子】 【フラッシュカードの掲示】

③具体的な活動の場の設定

○実際に模造紙に５枚の写真を並べたことにより、間隔が６箇所あることに気付いたり、

模造紙の横幅は間隔の合計と写真の横幅の合計の和と等しいという数量関係を見いだ

したりすることができた。このように具体物を用いて操作活動を行ったことで、実感

をもって数量関係を捉えさせることができたため、苦手意識のある生徒も解決への見

通しをもつことができ、自分の力で立式することができた。

○操作活動では長さを測ることも行ったため、およその答えを知ることができ、結果へ

の見通しをもたせることができた。そのため、その後の立式において誤った式を立て

た場合も自らの間違いに気付き、自分なりに試行錯誤しながら解決する姿が見られる

など、主体的な学びを促すことができた。

●活動のそのものの楽しさや面白さだけで終わってしまう面が見られた。「もっと調べ

てみたい」や「どうすればよりよく解決できるのか考えたい」などの気持ちを引き出

せるような指導を工夫する必要がある。
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画像５ 画像６

【５枚の写真を模造紙に並べる様子】 【間隔を実測している様子】

（３）自分の考えを図や言葉や式を使って説明し伝え合う活動の工夫

○ワークシートを用いて模造紙に写真を並べた図を書いたり、等しい数量を言葉で表し

たりしたことで、なぜ、そのような式を作ることができるのかまで考えさせることが

でき、数学的な思考力や表現力を高めることができた。

画像７ 画像８

【生徒のワークシート】 【話し合いの様子】

○話し合いの視点（①数学的な用語を用いてわかりやすく説明できているか、②解決で

きていない場合はどうすれば解決できるのか、③わかりやすい式はどれか）を設定し

たことで、単なる答えの発表ではなく、自分の考えを相手に説明し、皆で話し合うと

いう雰囲気が生まれた。

●複数の式を考えにくい課題であったため、多様な考え方をするという点では話し合い

が不十分であった。解決のための式を複数、見つけやすい課題にするなど、多様な考

え方ができるような課題設定の工夫が必要である。
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研究主題 数学的活動を通して未来を拓く算数・数学教育

サブテーマ 説明し伝え合う活動を通した主体的・対話的で深い学び

伊勢崎市立第二中学校 茶畑 匡仁

Ⅰ 主題設定の理由

平成２９年３月告示の学習指導要領において、〔数学的活動〕の中で次のような活動に取り組むもの

と規定されている。

〔数学的活動〕一部抜粋

第１学年 ウ    数学的な表現を用いて筋道立てて説明し伝え合う活動

第２、３学年 ウ  数学的な表現を用いて論理的に説明し伝え合う活動

新学習指導要領を受け、平成３０年度群馬県学校教育の指針においては、算数・数学科の指導の重

点として、「事実や方法、理由などが明確になるように問い掛けて、自他の考えを数学的な表現を用い

て説明させましょう。」と記されている。また、平成３０年度伊勢崎市学校教育指針では、数学の指導

について、「数学的な思考力・判断力・表現力を育てる指導の工夫」とあり、その中で「既習事項など

を基に解決方法や結果の見通しをもたせ、言葉や式、図など数学的な表現を用いた自他の思考過程を、

根拠を明確にして説明・比較・検討するなどの対話的な活動を一層充実させ、数学的な思考力・判断

力・表現力を育てる指導の工夫に努めます。」と記されている。

数学的な表現を用いて、自分の考えを分かりやすく説明したり、互いに自分の考えを表現し伝え合

ったりする活動を繰り返し行うことにより、生徒たちの思考が深まり、学習に対する意欲につながる

と考える。そのために、数学的活動を取り入れた指導をより一層充実させる必要がある。

本校の２学年が今年度４月に行った学力検査（教研式 標準学力検査 NRT）では、説明を記述する

問題として「正負の数の利用」「比例の利用」の主に２題が出題された。正答率は「正負の数の利用」

では全国平均程度、「比例の利用」では５％ほど下回った。いずれの正答率も十分ではなく課題である

が、学力検査の結果から看過できないのは無答率の高さである。「正負の数の利用」では７割以上、「比

例の利用」では６割以上の生徒が無解答であった。この学力検査は領域ごとに時間を区切って行うも

のであり、この結果について、生徒からは「時間的に、この問題までにいたらなかった。」と言う声も

聞こえた。しかし、「どう書けばよいか分からなかった。」や「説明する問題は解く気になれない」と

いう生徒もおり、記述式の説明問題をあきらめずに解答しようとする意識や、問題を解決する能力を

育む必要性を感じた。

また、普段の授業においても主体的に説明をする生徒は限られており、中には他の生徒の説明を受

動的に聞いているだけの生徒がでてきてしまう。１時間の授業の中で、より多くの生徒に説明の機会

を与える授業展開を工夫する必要がある。

本研究ではアクティブラーニングの手法を用い、すべての生徒が自分の考えを説明しなければなら

ない仕組みを取り入れた。小グループによる話合いの場などにおいて、自分の考えを表現し、伝え合

う活動を行うことで、説明する力の育成や、説明をすることに対する意欲の向上を図ることができる

と考え、本主題を設定した。
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Ⅱ 研究目標

  アクティブラーニングの手法である、シンク＝ペア＝シェアやジグソー学習などを活用し、多くの

生徒が説明を行う活動を取り入れることによって、課題に対して主体的に取り組む姿勢や、問題を解

決する力を育む。

Ⅲ 研究内容

  アクティブラーニングの手法として、本研究では次の取り組みを行った。

（１）シンク＝ペア＝シェア

  個人で問題を考えた後、ペアになってお互いの解法を伝え合う手法である。今回は、少人数授業の

基礎コースで、連立方程式の解法をお互いに説明する取組を行った。したがって、ペアの相手が解答

できていない問題を、解答できた生徒が説明して理解させる活動や、説明をしてもらって理解した問

題を、別の相手に説明する活動も含めている。また、説明する側の達成を目的として、説明を聞く側

が分かりきっていても最後まで説明をやりきるようにした。

（２）ジグソー学習（エキスパート活動→ジグソー活動）

  まず、クラスをいくつかのグループに分け、グループごとにそれぞれの方法で課題を解決する。

そして、グループのメンバー全員が自分たちの解法を十分に理解し、他の人に説明できるようにす

る。ある解法の専門家をつくるという意味で、この第１段階のグループ活動をエキスパート活動と

いう。

その後グループ編成を変え、それぞれの解法のエキスパートが集まって新たなグループを作り、

エキスパート活動で理解した内容を伝え合って問題を解決していく。ジグソーパズルのように、問

題を解決するためのピースが集まる様子から、この第２段階の活動をジグソー活動という。

ジグソー活動は、第１段階で行われたそれぞれのエキスパート活動の内容を、第２段階のグルー

プのメンバーに必ず説明しなければならない仕組みであり、ほぼ全員の生徒が説明を行う機会を得

ることになる。

Ⅳ 実践例

１ 基礎コース

（１）連立方程式の解法の説明（シンク＝ペア＝シェア）

本校の２学年数学では、１学級を標準コースと基礎コースの２つに分け、少人数授業を行ってい

る。人数比は標準：基礎がおよそ６：４であり、基礎コースに所属する生徒は１５名ほどである。

連立方程式の解法の一つである加減法の授業を終えた後、この活動を行ったが、理解度には大きな

差がある状態であった。本時の流れは以下の通りである。

学 習 活 動
時間

（分）
支 援 及 び 留 意 点
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１ めあての認識

「全員が連立方程式の解き方を説明できるよ

うにしよう。」

５ 〇「全員が」という部分が大切であると

いうことを伝える。

２ アイスブレイク活動

「じゃんけんをして、２人に勝ったら席に戻

ろう」

５

〇クラスの誰とでも教え合い活動がで

きるように、コミュニケーションを活

発にする。

３ 個人による問題解決（連立方程式の加減法）

※２式を加えたり、ひいたりするだけの問題

と、係数の絶対値をそろえる必要がある問題

の計４問の計算演習を行う。

１０

〇分からない生徒には教科書やノート

を見てもよいと助言する。

〇問題を解ききらない生徒がいても、時

間で区切る。

４ 数学的活動（シンク＝ペア＝シェア）

「連立方程式の解き方を２人に説明し、説明

に納得してもらったら、その人にサインをも

らおう。」
２０

〇数学的な表現を用いて論理的に説明

を行う手立てとして、説明に必要な言

葉を掲示する。

〇個人による問題解決で分からなかっ

た問題でも、説明を聞いて理解すれ

ば、他の人に説明してもよいとする。

５ 振り返り

全員が説明をできたかについて振り返り、感

想用紙に記入する。

１０

本時の主たる活動は、連立方程式の解法を的確な言葉を

用いて論理的に説明し、説明を聞いて納得した人からサイ

ンをもらうというものである。状況によっては、普段あま

り話をしない生徒どうしが説明し合う必要があるので、ア

イスブレイク活動を行った。その結果、コミュニケーショ

ンを取りやすい雰囲気ができ、その後の数学的活動に有効

であった。個人による問題解決では、限られた時間のなか

で４問とも正解した生徒は３割程度であった。それ以外の

生徒の中には、分からない問題があることで、説明し合う

活動への移行がスムーズにいかない者もおり、授業者が適

宜教え合いのペアをつくった。その際、「～さん（くん）は

～さん（くん）に〇番を説明して、理解してもらったらサ

インをもらいましょう。」という助言の仕方をしたが、アイ

スブレイク活動の効果もあり、皆積極的に説明を試みてい

た。

説明に必要な言葉を掲示することで、例えば「①から②をひ

いてｘを消去すると･･･」や、「ｘの係数をそろえるために①の

両辺を３倍、②の両辺を４倍して･･･」など、数学の用語を意
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識して使うことができていた。説明の分かり易さに

こだわることができる生徒も現れ、２人からサイン

をもらった後も、分からない生徒を探しては積極的

に説明をして回る様子が見られた。普段の授業の中

では発言に消極的な生徒が、理解度の低い友人に対

して何度も説明を繰り返し、分かってもらおうと努

力していた。全員が少なくとも２人に説明しなけれ

ばならず、個人による問題解決で問題が解けなかっ

た生徒も、まずはクラスメイトからの説明を理解し、その後に精一杯の説明を行っていた。自力で

はどうしても説明しきれない生徒もいたが、説明を聞く側が上手にフォローしていた。

授業終了後、友人のために説明を続ける生徒や、黒板の前でテストに向けての検算の方法を力説

する生徒が見られた。

以下が授業の感想である。

  

２ 標準コース

（１）２元１次方程式の解を求める（ジグソー学習）

   本校の標準コースは学級の約６割の生徒が所属しており、各クラス２２人程度である。

この授業では次のような問題について、ジグソー学習を取り入れた活動を行った。

問．２元１次方程式 ５ｘ＋３ｙ＝１００ を満たすｘ、ｙの組をすべて求めなさい。

ただし、ｘ、ｙは正の整数とする。

   まず、エキスパート活動として、クラスを A、B の２グループに分けた。そして、それぞれのグ

ループに、次のような方法で問題を解決するように指示をした。

   Aグループ･･･ｘ＝１から順に代入していき、ｙの値が整数になるところを探す。

   Bグループ･･･ｘについて解き、ｘの値が整数になるようなｙの値を考える。

   A グループは作業が単純であるために、グループ内で答えを確認し合い、余裕をもってエキスパ

ート活動を終えることができた。中には連立方程式の導入で扱ったように、２元１次方程式の解の

組を表にまとめる生徒も見られた。

Bグループでは、指示の通り与式をｘについて解くと、
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ｘ＝２０－
３

５
ｙ

  となり、ｘが整数になるためにｙに代入できるのは５の倍数に限られる。ｘに１から順番に代入す

るよりも効率的に答えを求めることができ、式変形の利点や論理的に思考することのよさを実感す

ることができる。エキスパート活動では等式の変形につまずく生徒や、ｘについて解くことの目的

をすぐに理解できない生徒もおり、グループ内の議論が活発に行われた。

   Bグループのメンバーが全員理解したところで、A、Bそれぞれ１人ずつの２人グループを作り、

  ジグソー活動を行った。相手に対して、エキスパート活動の内容を必ず説明しなければならない状

況であったが、Bグループのメンバーも十分に説明をすることができた。Aグループからは、「この

方法は賢い！」という声があがっていた。

  簡略化した座席表と、グループ編成の方法は以下の通りである。

    ①エキスパート活動             ②ジグソー活動

   A  B  A  B  A  B         A  B  A  B  A  B
   A  B  A  B  A  B         A  B  A  B  A  B
   A  B  A  B  A  B         A  B  A  B  A  B

（２）連立方程式を用いた高校入試問題の解決（ジグソー学習）

高校入試に対応する力は、基礎的・基本的な知識・理解に加え応用力である。そして応用力は、

３学年の入試直前になって入試問題を解き始めていたのでは十分に養われない。ある単元の基礎・

基本を身につけたならば、それらを使って高校入試レベルの応用問題にも取り組む必要がある。そ

のようにして応用力を養いつつ、次の単元の基礎的・基本的な知識・理解を身につけていくことが、

高校入試に向けた対策として有効であると考える。

応用力を養うために重要なのは、生徒の主体的に取り組む態度である。応用問題を一斉授業で扱

った場合、自力で解決しようと意欲的に向き合う生徒がいる一方、考えることをあきらめてしまい、

ただ解説を待つだけの生徒がでてきてしまう。グループを作り、話し合いながら解決するように促

しても、やはりグループ内の数学が得意な生徒が解くのを待つ状況が生まれてしまい、全員が課題

解決に関わるにはいたらない。これらのことをふまえ、全員が説明の機会を得るジグソー学習を取

り入れた。

この授業で取り上げたのは、平成２４年度群馬県公立高校入試問題における以下の問題である。

問．１０００円札３枚を、５００円硬貨、１００円硬貨、５０円硬貨の３種類に両替したと

ころ、どの種類の硬貨も３枚以上で、合計が２５枚になりました。

５００円硬貨、１００円硬貨、５０円硬貨は、それぞれ何枚になりましたか。

実際の入試問題は、この後に対話文が続き、それをもとに問題を解決していくのだが、今回はそ

の対話文の部分がジグソー学習の中で展開されるように授業を構成した。授業の流れは以下の通り
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である。

学 習 活 動
時間

（分）
支 援 及 び 留 意 点

１ めあての認識

「お互いに説明して、全員が入試問題を解決しよう」 ５ 〇「全員が」という部分が大切

であることを伝える。

２ エキスパート活動

５００円硬貨をｘ枚、１００円硬貨をｙ枚、５０円硬

貨をｚ枚として、以下の３グループに分ける。

Aグループ･･･硬貨の枚数に関する方程式をつくる。

Bグループ･･･合計金額に関する方程式をつくる。

Cグループ･･･問題文にある硬貨の枚数の条件を、

      不等式で表す。

１０

〇連立３元１次方程式について

は、発展の内容として授業で

ふれている。

〇エキスパート活動の話合いの

結果を、グループ全員が説明

できるように指示する。

３ ジグソー活動Ⅰ

グループの編成を変え、A、B、C のエキスパート活動

の内容を一人一人が説明する。

A、B、Cの考えを合わせ、式を変形するなどして、

問題を解決する。

２０

〇やみくもに数字を当てはめる

のではなく、式変形から論理

的に答えを求めるように促

す。

４ ジグソー活動Ⅱ

問題を解決したグループがいくつか現れたら、そのグ

ループのメンバーが、解決していないグループに出向

いて説明をする。

１０

〇解決したグループ内で、説明

できるまで十分に理解を共有

した後、解決してないグルー

プに出向くようにさせる。

５ 振り返り

全員が積極的に説明できたかについて振り返り、感想

用紙に記入する。

５

グループ編成は以下の通りである。

①エキスパート活動    ②ジグソー活動Ⅰ      ③ジグソー活動Ⅱ

A  A  A  A     A  A  A  A     A  A  A  A
B  B  B  B     B  B  B  B     B  B  B  B

    C  C  C  C     C  C  C  C     C  C  C C

  エキスパート活動で各グループからできあがったのは以下の式である。C グループについては、

合計枚数などから条件をさらに絞ることは可能だが、問題文から素直にできる不等式で十分とした。

    Aグループ･･･ ｘ＋ｙ＋ｚ＝２５

解決したグループ
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Bグループ･･･ ５００ｘ＋１００ｙ＋５０ｚ＝３００ （１０ｘ＋２ｙ＋ｚ＝６０）

Cグループ･･･ ｘ≧３，ｙ≧３，ｚ≧３

   グループ活動に関わらず、独自で解答を始める生徒が懸念  

されたが、エキスパート活動の時間を短く設定したため、各

グループともに全員が説明できるまで理解を共有することで

時間を費やしていた。

   その後、ジグソー活動Ⅰのグループを作り、A グループの

生徒から順に、エキスパート活動での立式とその理由を説明

した。そして、そろった条件をもとにグループで協力して式

変形を行った。

   この問題の解法としては、まず Aグループと Bグループの

式からｚを消去して以下の式をつくる。

    ｙ＝３５－９ｘ（または９ｘ＋ｙ＝３５）

   その後、C グループの不等式より、ｙ≧３を満たすｘの値

は３以外ありえないことから、

    ｘ＝３ となる。

未知数がｘ、ｙ、ｚの３文字に対して方程式が２式しかな

いので、A、Bだけの条件では方程式を解くことができない。A、Bの２つの３元１次方程式から文

字を１つ消去して、２元１次方程式にしたところで話合いが止まってしまうグループが多く、授業

者の方で「Cの条件を使えるかどうかがポイントです。」と助言した。

C の条件からｘは３しかありえないというところに気づくグループがなかなか現れず、ジグソー

活動Ⅰは多くの時間を要した。

   ｙ＝３５－９ｘ において、ｘ＝３のときはｙ＝８、ｘ＝４のときはｙ＝－１となる。「ｘが３以

上であり、ｙが正である、という条件を満たすｘの値は３のみである」ということに２つのグルー

プが気づき、グループ内で説明が始まった。しかし、時間の都合もあり、グループ内の全員が説明

できるまで理解を共有するまでにいたらず、説明可能な生徒が最低限そろったところでジグソー活

動Ⅱに移行した。

   ジグソー活動Ⅱは、解決できたグループから数名が解決してないグループに説明に行き、解決で

きたグループにいても、十分に理解できなかったメンバーは、引き続きグループ内のメンバーから

説明を受けるという形となった。本来のジグソー学習の形ではなかったが、全員が主体的に取り組

み、生徒からは「答えが１つしかないと分かった瞬間は気持ちよかった。」などという声が聞こえた。

   以下が生徒の感想である。
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Ⅴ 成果と課題

〈成果〉

１ 基礎コース

説明することへの抵抗がなくなり、その後の授業でも、分からない生徒へ積極的に教えてあげる

姿が見られるようになった。粘り強く取り組む生徒が増え、解けないとあきらめてしまう生徒が、

休み時間になっても解けるまで問題に向きあう姿が見られた。自分にもできるという自信を持つこ

とによって、意欲が高まったと考えられる。

２ 標準コース

高校入試への足がかりとして、応用問題に主体的に取り組むことができた。一斉授業では受動的

になったり、受験はまだ先だからと考えることをあきらめて解説を待ったりしてしまう生徒が現れ

がちだが、そのような生徒は見られなかった。主体的、対話的な取り組みは、応用力を養うのに有

効であったと考えられる。

  エキスパート活動の内容を、自分が説明できるまで理解しなければならず、分からない部分を積

極的に質問する姿が見られた。クラスメイトに質問する姿勢はその後の授業にも継続され、課題に

対する主体性が育まれたと考えられる。

〈課題〉

１ 基礎コース

説明するまでの理解に達していない生徒は、説明を聞く側の協力によって活動を終えることがで

きた。しかし、授業の達成感を持たせるためにも、この授業の前に内容についての定着を図るなど

の支援をしておくべきであった。

２ 標準コース

入試問題を扱った授業では、ジグソー活動Ⅰで問題を解決したグループのメンバーが解法を共有

し、ジグソー活動Ⅱではエキスパートとして他のグループに説明を行う予定だったが、標準コース

であってもグループ全員が説明できるまでにはいたらなかった。結果的に、解決したグループの一

部メンバーが、解決していないグループに説明を行ったが、グループの中でまずは全員が説明でき

るようにするという本来のジグソー学習とは異なるものになってしまった。

   また、エキスパート活動で考える視点を本時では授業者が与えてしまったが、生徒の主体性を育

むことをふまえると、「どのように考えるか」を生徒に投げかけ、同じような考えのメンバーでエキ

スパート活動のグループを作るという方法も考えられる。問題設定、時間設定、グループ構成、助

言の仕方などに改善の余地がある。
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研究主題  数学的活動を通して未来を拓く算数・数学教育

～ 主体的に取り組む数学的活動を生かした図形指導の検証 ～

佐波郡玉村町立南中学校 小松原 照素

Ⅰ 主題設定の理由

学習指導要領では、数学科の目標として、「数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通し

て、数学的に考える資質・能力を次の通りに育成することを目指す。」とあり、三つの具体目標が

挙げられている。その（３）には「数学的活動の楽しさや数学の良さを実感して粘り強く考え、

数学を生活や学習に生かそうとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする

態度を養う。」とある。また、数学的活動は次の 3つに分類されるが、どれも生徒が目的意識をも

って主体的に取り組むことが必要である。

ア：既習の数学を基にして、数や図形の性質などを見出す活動

イ：日常生活や社会で数学を利用する活動

ウ：数学的に説明し合う活動

平成３０年度全国学力・学習状況調査の生徒質問用紙において、「（２７）数学の勉強は好きで

すか」の質問に、「１.当てはまる」「２.どちらかといえば、当てはまる」の好意的な回答は、全国

（国公私立）が５４．１％、だったのに対し、本校の生徒たちは、４６．３％と大きく下回って

いた。また、「（２９）数学の授業の内容はよくわかりますか」の質問に対しても、上記の１，２

の好意的な回答は、全国集計よりも約１０％下回り、６２．５％であった。また、４月に行われ

たＮＲＴの結果でも全国平均を下回っていた。以上のことから、生徒達が数学の授業に対して好

意的な感情を持って授業に取り組めるように、本主題を設定した。

Ⅱ 研究目標

生徒が目的意識を持った数学的活動が行われるような課題を提示することが、生徒たちの学習

意欲を高めるのに有効であることを、実践を通して明らかにする。

Ⅲ 研究内容

１、相似の導入において、生徒が数学に対する学習意欲

が高めることができるような教材を設定する。

２、課題解決の問題において、校舎の高さを、相似を使

って求める。

３、毎回の授業において、近くの人たちと交流を持つ活

動を行う。

４、全国学力・学習状況調査の生徒質問用紙の質問項目

の追跡調査を行い、研究を実証する。
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Ⅳ 実践例

（１）校舎の高さを求めよう。

１ ねらい

・実際に外に出て、校舎や立木の高さなどの測量を行うことを通して、相似の利用の有用性を理解し

高さを求めることができる。

２ 準備、資料

高度測定器、計算機、ワークシート、メジャー

３ 展開

学習活動 時間 学習活動への支援と指導上の留意点 評価項目

１，本時の課題をつかむ

２，高度測定の説明を聞く

８

・ メジャーを使わずに、高さを計算

で求めることを伝える

・ なぜこの方法で求まるのかを、相

似の性質から、考えさせるようにす

る

・ ここでの相似条件が「２組の角が

それぞれ等しい」を使っていること

を確認させる

３，外に出て校舎や立木などの

高さを求める測量をする

４，教室に戻り、測定結果から

縮図を書き、高さを求める

３０

・ 校舎の高さを求める測量が終わっ

たグループについては、敷地内のい

ろいろな高さを求める測量をする

ように促す

・縮図をかくにあたっては、長さや角

度をできるだけ正確に書くことが、誤

差をなくすために重要であることを

知らせる。

◎ 実際の測定結果か

ら、縮図を書くこと

ができるか

◎ 縮図をもとに高さ

を求めることがで

きたか

５，結果を発表する

１０

・班ごとに発表し、誤差を含んでいる

ことを踏まえながら、校舎の高さを発

表する

・校舎建設時の設計図での高さを正解

とし、紹介する。

６，本時のまとめをして感想を

書かせる
２

・伊能忠敬の測量法などを紹介し、数

学の有用性を説明する

校舎の高さを求めてみよう。
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生徒の感想

高度測定器使用中

ワークシート
縮図で計算途中

校舎までの距離測定

教室で計算
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実践例

（２）「キャラクターを拡大しよう」

１、輪ゴムを切り、真ん中に結び目を作る。

２、輪ゴムの片方の端を指で押さえ、もう片方をボールペンに付ける

３、輪ゴムを伸ばし、真ん中の結び目がキャラクターの線の上を通るように、ボールペンを動

かして線をかいていく。

生徒の感想

・輪ゴムだけで図を拡大できるのにびっくりした。

・みんなの絵が見られて、楽しかった。

・２倍になるのが不思議。

生徒の作品１

生徒の作品２

右利きでも キャラクターが逆さになる左利きでも

作品鑑賞会

生徒の作品３
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Ⅴ 成果と課題

成果を見るために、４月に行われた平成３０年度全国学力・学習状況調査の生徒質問用紙の数

学に関する質問１０項目の追跡調査を行った。

実施時期は

②１０月  （二次関数終了後）

     ③１１月下旬（相似終了後）

     ④２月上旬 （円、三平方の定理、標本調査終了後）

の３回である。４月の調査を合わせて計４回のデータを得た。

生徒は、全国学力・学習状況調査の生徒質問用紙と同様に、以下の４つの項目で回答した。

調査後、回答番号１，２を好意的回答として（表１）にまとめ、グラフ（図１）に示した。

回答番号１，２ 好き 大切 内容 できる 諦めず 生活 社会 簡単 理解 ノート

好意的回答 (1) (2) (3 ) (4 ) (5 ) (6 ) (7 ) (8 ) (9 ) (10)

①４月 46.3 80.1 62.5 89.0 75.0 39.0 79.4 71.3 72.8 87.5

②１０月 44.2 82.6 58.4 91.3 80.3 36.5 69.1 67.2 76.6 86.1

③１１月下旬 38.5 82.2 45.2 92.6 80.7 43.0 66.7 64.4 77.0 83.0

④２月上旬 49.3 86.0 66.2 89.7 80.1 45.6 72.1 72.8 72.8 81.6

全国平均
(国公私立)

54.1 83.7 71.3 92.5 70.3 38.5 72.6 69.4 70.5 80.6

(表１)　　　Ｈ３０年度　３年生のアンケート回答の推移

質問１０項目

（１）数学の勉強は好きですか？      

（２）数学の勉強は大切だと思いますか？                    

（３）数学の授業の内容はよく分かりますか？                  

（４）数学ができるようになりたいと思いますか？                

（５）数学の問題の解き方が分からないときは，諦めずにいろいろな方法を考えますか？

（６）数学の授業で学習したことを普段の生活の中で活用できないか考えますか？  

（７）数学の授業で学習したことは，将来，社会に出たときに役に立つと思いますか？

（８）数学の授業で問題を解くとき，もっと簡単に解く方法がないか考えますか？

（９）数学の授業で公式やきまりを習うとき，その根拠を理解するようにしていますか？

（１０）数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いていますか？

１、当てはまる           ２、どちらかといえば、当てはまる

３、どちらかといえば、当てはまらない ４、当てはまらない
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図１

相似の単元でいくつかの実践を行い③１１月下旬のアンケートを行ったが、残念ながら「（１）

の数学の勉強は好きですか？」の好意的回答の割合は下がっていた。その実践授業の感想を見る

と、生徒達は「作業をすること」「外で授業をすること」「仲間と協力して求めること」にとても

興味を示していたが、数学を「好き」と回答するまでには至らなかった。否定的回答の理由の中

に「数学は、受検に必要な教科だから」「わからないことが多い」といったことが書かれていた。

しかし、アンケート項目「（６）数学の授業

で学習したことを普段の生活の中で活用で

きないか考えますか？」の好意的回答の割合

は、③１１月下旬のアンケートで上昇した。

今回行った「キャラクターを拡大しよう」や

「校舎の高さを測る」などの実践の成果が表

れたと考えられる。また、この実践発表以外

の「黒板の横の長さを縮図で求める」や「ケ

ーキの直径と体積、価格設定の仕方」なども

授業で行ったこともその要因として考えら

れた。

全範囲を学習し終えた④２月上旬のアンケートでは、「（１）数学の勉強は好きですか？」の好

意的回答が上昇した。同時に、「（３）数学の授業の内容はよく分かりますか？」の好意的回答も

２０ポイントも上昇した。アンケートの③と④の間に学習した単元は、「円、三平方の定理、標本

調査」であり、後日行った「興味を持った単元の調査（図２）」で、「三平方の定理」「標本調査」

が、３年の学習内容の中で興味を持った生徒が多かった単元であったことが分かった。その理由

としては、「２辺が決まっているともう１辺がわかることが純粋にすごい」「三平方はよく聞いて

いたが、やってみると予想以上に面白い」「図形・関数・方程式がつながって見えた」「違う標本

で計算したけど、みんなと値が近くなったとき感動した」「標本調査で魚の数が推定できるのがす
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ごい」というものであった。また、その興味を持った単元と受検勉強が本格的になる時期とが重

なり、意欲と学習量が増えて理解度も上昇し、「分かった」「できるようになった」という経験が

できたので、数学が好きという好意的回答が上昇したと考えられる。

（図２）  興味を持った単元の調査（最大３つまで）

（１）成果

・数学は机上の空論ではなく、実生活で使われることを紹介したり、実生活でも利用できるこ

とを実感させることで、生徒達の興味が格段に上昇することが分かった。

・「生徒達が興味を示すこと」＋「学習内容の理解」＝「好きになる」といった構図が改めて実

証でき、単元の導入や授業の導入の大切さを認識することができた。

・教師目線でなく生徒目線での興味や関心をデータとして見ることで、固定し始めた自分の授

業スタイルの評価ができた。今後のその単元の工夫や構成を見直すきっかけとなった。

（２）課題

・毎時間、実生活に利用できることを実感させることは難しい。

・生徒たちが興味をあまり示さなかった単元での、意欲を持たせるための教材の工夫や指導の改

善が必要。

・生徒達が興味を示す数学的活動を通して、数学的に考える資質や能力を伸ばすためのワークシ

ートや教材を、より工夫していかなければならない。

１年 ２年 ３年

1 18 3 3

2 6 28 17

3 16 10 8

4 3 14 12

5 5 6 10

6 16 50 8

7 10 28

8 38

１１:正負の数 ２１:式の計算 ３１:多項式の計算

１２:文字と式 ２２:連立方程式 ３２:平方根

１３:方程式 ２３:１次関数 ３３:２次方程式

１４:比例と反比例 ２４:平行と合同 ３４:関数ｙ＝ax
２

１５:平面図形 ２５:三角形と四角形 ３５:相似な図形

１６:空間図形 ２６:確率 ３６:円

１７:資料の分析と活用 ３７:三平方の定理

３８:標本調査
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数学的活動を通して未来を拓く算数・数学教育

～デジタル教科書を活用して考えを深め合う指導の工夫～

安中市立松井田南中学校 長壁 洋則

Ⅰ 主題設定の理由

新学習指導要領では、数学的活動とは、事象を数理的に捉え、数学の問題を見いだし、

問題を自立的、協働的に解決する過程を遂行することであるとしている。そして、数学的

に考える資質・能力を育成する上で、数学的な見方・考え方を働かせた数学的活動を通し

て学習を展開することを重視することとある。

「全国学力・学習状況調査」に、プロジェクタの投影距離の問題で、既習の知識や考え

方等を活用し、式やグラフ、表などを使って数学的に表現することや、筋道を立てて根拠

を明確にしながら説明することを求める問題が出題されている。「はばたく群馬の指導プ

ラン」にも、既習事項と比較したり，結びつけたりしながら、性質などを帰納的、類推的

に見いだしたり、解決への見通しを持ったりする指導が求められている。

本校の生徒は、全体的に意欲は高いのだが、理解度の差が大きい。平均点前後の生徒が

少なく、平均点に対し大幅に上回っている生徒の集団と大幅に下回っている生徒の集団の

２つのグループが見られることが特徴である。一斉授業を行っていると、下位群の生徒に

応じた課題で学習すると上位群の生徒にはもの足りず、上位群生徒の課題に合わせると下

位群にはついて行けない内容となってしまう。特に、下位群の生徒たちは、基礎的な知識

・技能が十分に定着していないため、新しい課題や発展的な内容を考えるとき、必要な既

習事項を活用できていないことが多い。見通しを持ち、問題解決していこうとするが、自

分の考えが曖昧なまま授業が展開していってしまうことが多かった。理解度の差がある生

徒一人一人が主体的に学習に取り組めるよう、互いの考えを共有したり、考え方を比較・

検討したりすることで、主体的・対話的で深い学びとなり、理解度の差を縮め、学力の向

上を図ることができると考える。

そこで、下位群の生徒がより理解しやすいように視覚的支援の一つであるデジタル教科

書を活用することで既習事項の確認や課題の見通しをもたせたい。また、既習事項を手が

かりに自分の考えを小集団で伝え合い、互いの考えを比較し合える場を設定すれば、生徒

は主体的・対話的な活動が図れ、学習内容の理解を深まられると考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究目標

デジタル教材を活用しながら、既習事項の確認や課題解決の見通しをもたせ、自分の考

えを小集団で伝え合わせることで、互いの考えを比較・検討し合い、多様な考えを共有し

ながら課題解決していく力の育成を図る。

Ⅲ 研究内容

○生徒の学習意欲を高め、既習事項の確認や課題解決の見通しが持てるＩＣＴ教材の

効果的な活用方法。

○ＩＣＴ教材を活用して確認した既習事項をもとに自分の考えを伝え合う場の効果的
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な設定方法。

Ⅳ 実践例

〔実践１〕

１ 単元名 「相似な図形」（第３学年）

２ 本単元および本時について

本単元では、図形の相似の意味を理解し、三角形の相似条件を用いて 図形の性質を

明らかにすることを通して、図形の性質を論理的に考察し表現する能力を伸ばすことを

ねらいとしている。また、基本的な「立体の掃除の意味」を理解し、相似な図形の性質

を用いて図形の計量もできるようにする。本時は全１０時間計画の第４時にあたり、既

習の「相似比」を利用するなどして、相似な図形の辺の長さを求められることをねらい

としている。既習の知識確認や課題の把握を行うために、デジタル教科書を手だてとし

て活用し，次のように具現化した。

３ 授業の実際

（1）導入の場面

既習事項（相似な図形の意味、相似比）について、デジタル教科書と電子黒板を活用

して確認した。教師側から「相似な図形の意味」の確認説明するなかで、特に図形が反

転するアニメーション画像をみた生徒たちから「わぁ－、おもしろい」という歓声があ

があり、既習事項の確認について印象づけられた。

「相似比」の確認では、生徒自ら電子黒板

の前に立ち、デジタル教科書の図形と電子ペ

ンの機能を使いながら自分の考えを全員に説

明した。対応する辺に色で線引きしながら自

分の言葉で説明する姿に対し、他の生徒たち

も集中して聞く姿勢が見受けられた。教師側

から「相似比」について確認できたかと問い

かけると全員から「できた」という言葉を受

けることができた。

(2) 課題把握する場面

デジタル教科書の図形と

ペン機能を使って、「求める

辺」に色で印をつけ、どの

長さを求める問題なのか確

認した。特に、「求める辺」

を大きく拡大することによ

って図形をはっきりと確認

させることができたため、

課題の把握から課 題の解

決へとスムーズに取り組む態度が生徒全員から見受けられた。



Ｈ-3

(3) 意見交流の場面

①ペアトークでは、自力解決した解き方をお互いに説明し合った。話す側の生徒は、聞

き手側がわかるように話す言葉を考えながら説明していた。そのため、どのように解

いたかをより明確に理解していた。聞き手側の生徒は、相手の解き方をしっかりと聞

くことができた。

②ペアトークができていた生徒を指名し、全体での確認場面で「相手の解決方法」を説

明させた。自分解決方法でないからこそ相手の説明をよく聞き理解したからこそ、ど

のように解いたかをわかりやすく説明することができた。

②他の生徒が解いた方法について、教師側から「Ａさんは、ここはどう考えたのだろう」

「この式は図のどこの部分だろう」などと、少しずつ投げかけながら課題解決の方法

を生徒全体で確認していった。

ペアトークの様子

Ｓ１：相似比を使って解いてみました。

Ｓ２：私もです。

Ｓ１：ＡＢが６ｃｍ、ＤＥが３ｃｍだか

ら相似比は２：１。ＤＦの対応す

る辺はＡＣだから

２：１＝４：ｘです。

Ｓ２：先に相似比を求めないで、対応す

る辺を比べて

６：３＝４：３となります。

Ｓ１：そうだね。その解き方もいいね。

全体発表する活動の様子

Ｔ：相手の人の解き方を説明してくだ

さい。

Ｓ３：Ｂさんは、このように考えて解い

たそうです。

Ｔ：Ｂさんの、ここの式はどうのよう

に考えたのでしょうか？

Ｓ４：ここは、△ＡＢＣの辺の長さの

半分が△ＤＥＦの辺の長さになっ

ているからだと思います。

Ｔ：Ｃさんのこの式は、図のどの部分

でしょうか？

Ｓ５：（黒板の前に出てきて）この部分

を表していると思います。
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４ 考察

○デジタル教科書を活用することによって、既習事項をすぐに再現でき、事象をイメー

ジしやすくできたために、生徒の意欲がより高められ、短時間で既習事項の確認や課

題把握ができた。生徒たちが課題解決するための時間を多くとることができた。

○デジタル教科書を活用するメリット

①視覚に訴えられやすい（図形やグラフで拡大や色をつける、反転、動きがあるもの

等）

③下位群の生徒たちには、言葉だけでなく視覚化することで理解しやすくなる場合が

ある。

④様々な機能があり，活用の幅が広い。

○ＩＣＴ教材を活用したことで、生徒たちが課題解決するための時間を多く確保するこ

とができた。

○既習事項をもとに課題解決の見通しを持てたことによって、一人一人が自分の考えを

伝えることができた。

○ペアトークや全体で話し合う場を設定したことによって、互いの考えを比較するよう

になり、発表者に質問をしたり、相手の考えに共感したりすることができ、理解を深

めることができた。

○予想される生徒の反応になかった考えは、実物投影機を使い拡大して見られるように

準備しておいたことで、比較検討するときの補助となった。

〔実践２〕

１ 単元名 「円」

２ 本単元および本時について

「円周角の定理」、特に「直径と円周角」を利用して円の中心の求め方をねらいとし

た。直径を見いだすために、三角定規を用い異なる二つの直径の交点として中心を求め

る。学習課題として図に示してある活動を言葉で説明させた。

３ 授業の実際

(1) 導入の場面

電子黒板やデジタル教科書を活用

し、既習事項を確認した。「円周角の

定理」「円周角と弧」「直径と円周角」

の定理について、図を拡大・縮小させ

たり、電子ペンの色機能で説明したり、

図形変動の画像を見せながら数名の生

徒に説明をさせるなどして内容を確認

した。
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既習事項の確認の様子

Ｓ１：円周角の定理の確認について説明します。

ここにある弧ＡＢ二「対する円周角はすべて等しくなっています。

Ｓ２さん、どこのことをいっているか示してください。

Ｓ２：（ペン機能を使って）ここの部分です。こことここの円周角が等しくなってい

ます。

Ｓ１：その通りです。ありがとうございました。

Ｓ３さん、円周角と弧の定理について説明をお願いします。

Ｓ３：はい。（デジタル教科書のアニメーション機能を使って）等しい弧に対する円

周角は等しくなります。また、等しい円周角に対する円周角は等しくなります。

Ｓ４さん、図に合わせてどこの部分のことかを示してください。

Ｓ４：はい。（電子黒板上に示しながら）ここの部分です。

〔直径と円周角についても同様に生徒自身で確認した〕

(2) 課題解決の場面

三角定規を用いて「円の中心を求められ

る理由」を説明する時に、デジタル教科書

を活用して、図に示されたポイントを移動

させる動画について生徒の言葉で説明させ

た。

デジタル教科書を活用し課題である図に

示されたポイント移動を動画で指し示すこ

とで、生徒は円の中心を求める理由のイメ

ージが浮かびやすかった．

言葉が思い浮かばない生徒に、繰り返し

図を見せながら動画を言葉視していくよう

助言を与えた。

〈生徒のワークシートから〉

○事象の様子を言葉で表すことができ

た。何をやったかというイメージがわ

きやすかったので、手順を言葉で表現

することができた。

○全体での発表は、デジタル教科書のホ

ワイトボード機能を使ったが、一度に

多くの考えを次々に見せることができ

ないので、一斉に表示できるソフト等

の活用があるとよいと感じた。
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Ⅴ 成果と課題

〔成果〕

○下位群の生徒には、デジタル教科書などのＩＣＴ機器を活用することで、課題を繰り

返し提示することができ、生徒が課題解決への見通しをもち、課題解決する力が身に

付いた。

○ＩＣＴ機器の活用が苦手な教師であっても、デジタル教科書は簡単に操作でき、図形

やグラフなどをデジタル教科書と電子黒板を活用することで、生徒が事象を視覚的に

捉えやすくなり、既習事項の確認や課題把握が確実にできたため、課題解決につなが

った。

○実践後の実力テストでは、県平均点比較で１年９月に－５点程度であったのが、２年

１月には＋２点程度にまで上昇し、学力が伸びてきている。特に下位群の生徒の学習

内容の定着が図れた。

○互いの考えを交流させることで、より理解を深めることができ、思考力とともに表現

力も伸びてきている。

○自分の考えを説明させることで、より分かりやすく説明しようと意識するようになり、

論理的な思考力も伸びてきている。

○計算領域は下位群の生徒に対して理解が深められ、図形領域は上位群の生徒に対して

理解が深められた。生徒一人一人の個に応じた課題や基礎問題、発展問題に取り組ま

せたことで、課題に対する意欲をもたせて学習することができた。

〔課題〕

△今回の研究実践では、低位群の生徒の学力向上についての研究が中心となっていたよ

うに思うが、上位群の生徒に対しても、より効果的なＩＣＴ機器の活用を今後も工夫

し、深い学びにつながることができるような手立てを研究していく必要がある。
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数学的活動を通して未来を拓く算数・数学教育
サブテーマ ～数学への関心や学習意欲を育てる指導～

下仁田町立下仁田中学校 佐藤 健司

Ⅰ 主題設定の理由

現行の学習指導要領では、数学科の目標を「数学的活動を通して、数量や図形などに関する基礎的

な概念や原理･法則についての理解を深め、数学的な表現や処理の仕方を習得し、事象を数理的に考

察し表現する能力を高めるとともに、数学的活動の楽しさや数学のよさを実感し、それらを活用して

考えたり判断したりしようとする態度を育てる」と示されている。また、新学習指導要領では、各教

科等の目標は「見方・考え方」を働かせた学習活動を通して、育成すべき資質・能力の３つの柱（（１）

「知識・技能」、（２）「思考力・判断力・表現力等」、（３）「学びに向かう力、人間性等」）に則って

整理し、設定されており、数学的活動を通した指導の一層の充実が挙げられている。

今回、数学的活動については、①日常生活における具体的な事象と数学を結び付け、既習の数学を

基にして、事象に潜む法則を見つけたり、観察や操作、実験などの活動を通して、数や図形の性質を

見いだしたりし、見いだした性質を数学的に表現・処理したりする活動と②数学的な表現を用いて事

象を簡潔・明瞭・的確に表現する活動とした。

本校の生徒は、基礎的な知識・技能が十分に定着していないため、新しい課題や発展的な内容を考

えるときに、既習事項を活用できる生徒が少ないのが現状である。また、「なぜそうなるのか」と理

由がわからないため自分の考えを整理できず、曖昧であるため説明できないという現状もある。さら

に、見通しを持ち、問題解決に取り組むことができないことも挙げられる。これまでの授業実践では、

発問の工夫、思考の過程を意識した板書、ペアやグループ活動を通しての協働学習などに取り組んで

きた。さらに、生徒が主体的に学習に取り組めるように、生徒の言葉を拾い、つなげ、まとめる授業

を展開してきた。しかし、理解度に差がある生徒がいる中、一斉指導ではうまく問題を捉えることが

できなかったり、考えを共有、比較・検討をする場面で一部の生徒の考えが中心になってしまうこと

で、主体的・対話的で深い学びにつながらなかったことが課題として考えられる。

そこで本研究では、数学的活動を通して「分かる喜び」を実感させることが、数学への関心や学習

意欲の向上を育み、生徒が基礎的・基本的な学力を確実に身につけられることができると考え本主題

を設定した。

Ⅱ 研究目標

連立方程式や平行と合同の学習において、生徒が抵抗感なく取り組める教材を用いたり、復習や学

び合いの場面でタブレット端末を効果的に使ったりするなど、数学的活動を取り入れた指導を工夫す

ることが、数学への関心や学習意欲の向上を育み、生徒に確かな学力を身につけさせる授業づくりに

有効であることを実践を通して明らかにする。

Ⅲ 研究内容

（１）単元導入の工夫

連立方程式の導入の授業では、２つの文字を使って式を表すことが初めてなので抵抗感を与えない

ような工夫として、トランプマジックを題材に使い、誰でも親しみやすく主体的に取り組めるように
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した。

（２）自分の考えを、根拠を明らかにして筋道を立てて表現する活動の工夫

自らの思考過程を説明

したり、伝え合ったりす

る活動を展開するために、

タブレット端末(ロイロノ

ート)を活用した協働学習

を取り入れることにより、

表現力を養うようにした。

ロイロノート・スクールの特徴

（ロイロノートHPより）

（３）学習指導の効果を高めるＩＣＴの活用

授業の冒頭の確認テストにGoogle formsを用いて行うことで、課題の配付や回収、解答のフィー

ドバックを行い、時間短縮及び瞬時の評価を可能にし、生徒一人ひとりを確かに見取るようにした。

Ⅳ 実践例

〈授業実践①〉

１ 単元名 連立方程式

２ 本時の目標 求めたい数量が２つある問題を、既習の内容を活用して解決する。

３ 展開

学習活動 指導上の留意点

１ 学習課題の把握 （１０分）

①２枚のトランプを生徒が選ぶ。 ・数学が苦手な生徒も積極的に参加できるよう

②２枚のトランプを隠したまま、和と差を教師に にする。

伝える。 ・ゲーム形式で繰り返し行うことで、興味・関

③２枚のトランプの和と差から、教師が２枚の数 心を高め、パターンを見つけやすくする。

を当てる。

＜めあて＞

２枚のトランプの数の求めるには、どうした

らよいだろう。
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２ 個別に課題を追求 （５分）

Ｔ：まずは個人で考えてみよう。＜思考＞

Ｓ：和の組合せから、差であてはまるものを見つ

ける。

Ｓ：１次方程式で解く。

Ｓ：連立方程式で解く。 ・予想が困難な生徒には、和の組み合わせを考

Ｓ：勘。 えさせ、その組み合わせの差を求めさせる。

Ｓ：表を作って解く。 ・解き方がわかってしまった人（班）は解き方

がひとつではないのでいろいろな考え方を探

３ グループで課題を追求 （２５分） すように伝える。

Ｔ：５，６人の班で考えてみよう。＜思考＞

Ｔ：いくつかの班に発表してもらう。

Ｓ：和が○になる組み合わせの中から、差が△に

なるものを具体的に発表する。

Ｓ：１次方程式を作って、解いて求める。 ・グループごとの話し合いを見守る。場合によ

っては助言。

・発表用ボードを配り、全体で共有できるよう

にする。

４ 学習のまとめ （１０分）

・生徒の考え、表現を利用してまとめを行い、

必要に応じて数学的表現を補足する。

・求めたいものが２つあるから、文字を２つ使

った方程式で表してもよいことを知る。

グループでのまとめ 次の授業へ繋げる

【評価項目】関心・意欲・態度（ア）
求めたい数量が２つある問題を、既習の内容
を活用して解決しようとしている。

（発言・ノート・観察）

＜まとめ＞
２つの条件を成り立たせる値の組を調べればよ
い。

＜振り返り＞
どういった時に文字を２つ以上使うと便利なのだろうか？
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〈授業実践②〉

１ 単元名 連立方程式の利用

２ 本時の目標 具体的な問題を、連立方程式を利用して解決するときの考え方や手順を理解する。

個人での追求の様子 隣の人と学び合いの様子

レーザーポイントツールでよりわかりやすく説明 教師によるまとめ

授業実践②後（6月）の生徒の感想

・タブレットを使うと、消えるペンなどで自分の表したいところが伝えやすくなったので、とても説

明したりすることが楽しかったです。

・授業内容は難しいけど、タブレットを使って自分の考えを伝え合うことで、少し理解できるように

なった。

・タブレットを使いながらできて、楽しくできたし、理解しやすかった。また使ってみたいと思った。

・タブレットだと他の人の考えも知れるから便利だと思った。

・分からなかったとき、タブレットを使って友達が教えてくれて分かりやすかった。

・タブレットは、自分で説明できたり、間違えたところをすぐに消せるので、ノートより楽だと思っ

た。

・タブレットを使う学習はとても楽しかった。でも、ノートに書く学習の方が良い。
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〈授業実践③〉

１ 単元名 平行と合同連立方程式

２ 本時の目標 角の大きさの求め方を、図形の性質を明らかにして説明することができる。

３ 展開

学習活動 指導上の留意点（ＩＣＴ活用のねらい）

１ 既習事項の確認 （５分） ・基本的な用語を確認し、本時に使う性質を想

・三角形の内角の和 起させる。

・対頂角、錯角、同位角 ・Google Formsを利用することで、結果を瞬

・平行線の性質 時に表示させることができるため、時間短縮

・三角形の１つの外角の性質 及び、個に応じたきめ細かな指導が可能。

２ 学習課題の把握（１０分） 【ジグソー学習】

▲
３人の班を作らせる。

▲

班の中で、自分が解く課題を決めさせる。

▲

同じ課題を追求するグループを作り、課題

を追求させる。（エキスパート活動）

Ｔ：どのような線を書き加えれば求められるか

▲

元の班に戻って、自分が追求した解き方を

な。 説明させる。（ジグソー活動）

Ｓ：lに平行で、Ｐを通る直線を引く。 ・ロイロノートの利用で、資料の配付や自分の

Ｓ：斜めの線を上に延長する。 考えと友達の考えを瞬時に共有できる。

Ｓ：斜めの線を下に延長する。 ・補助線は１つではないことを伝え、多様な考

３ 課題を追求 （２０分）※エキスパート活動 え方を引き出すようにする。

Ｔ：グループで考えてみよう。〈思考〉 ・生徒の中から出てきた考えを３つ課題にし、

Ｓ：平行線の錯角は等しい。 ジグソー学習を行う。

Ｓ：三角形の１つの外角は、となりあわない内角 ・元の班に戻ったとき、説明できるようにして

の和に等しい。 おくよう伝える。

４ 求め方の説明 （５分）※ジグソー活動 ・他の班員が理解できるように説明させる。

Ｔ：自分の求め方を、班の人に伝えよう。 ・グループで説明させることにより、多様な考

Ｓ： え方に気づくようにする。

・ロイロノートで自分の考えをまとめ、発表さ

せ、生徒自ら考え表現できる機会をより増や

す。

＜めあて＞
∠ xの大きさを求めるには、
どうしたらよいだろう。 P

【評価項目】関心・意欲・態度
角の大きさの求め方を、補助線や根拠と

なる図形の性質を明らかにして説明するこ
とができる。（発言・ロイロノート・観察）
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４ 学習のまとめ （１０分）

・対話形式のワークシートにすることで、説明

したことが文章で記述できるようにする。

既習事項の確認 エキスパート活動

適用問題の解答

ジグソー学習

授業実践③後（11月）の生徒の感想

・タブレットでやると人にも説明しやすいし、分かりやすかった。

・人の意見をすぐに共有できて便利だった。

・答えない人がいなくて、みんな答えられていたのでいいと思った。

・図に直接書き込んで説明できるので、言葉だけのときより説明しやすかった。

・渡された問題をやって、すぐに結果がでたから凄く良かったです。

・復習をするときテストみたいで緊張するけど、送ってすぐ結果が出て間違ったところとその答えが

分かるので、すごく覚えやすかった。

・復習が短い時間で簡単にできるのはいいと思う。

・瞬時に答えや点数などが出て来るので凄いと思いました。

＜まとめ＞＜振り返り＞
適用問題を解く。
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Ⅴ 成果と課題

成果

・導入の場面でトランプを使い、誰でも親しみやすい展開を工夫することで、抵抗感が少なく学習を

進めることができ、連立方程式の加減法を習得できた生徒が多く見られた。その結果、解き方に自

信をもつことで意欲が高まり、一次方程式で解けなかった問題を連立方程式で解けるようになった

生徒がたくさんいた。（一次方程式の正答率５６％→連立方程式での正答率８６％）

・ペアやグループでの説明・教え合い活動などの協働的な学びを設けることによって、自分の考えを

積極的に表現しようとする意欲的な学びの姿が増えた。（他の生徒へ説明することが楽しいと思う

生徒８０％・連立方程式の内容を理解できたと思う生徒９０％）

・挙手をして発言をしたがらない生徒でもタブレットを使って、ペアやグループで活動することによ

り、勉強へのモチベーションがあがり授業へ積極的に参加することができた。（タブレットを使っ

た授業が楽しいと思う生徒９３％）

・資料は印刷しなくても電子データとして生徒と共有できるので、配付・採点などの時間が短縮され、

余った時間で授業内容の充実が図れた。

課題

・協働的な学びを更に充実させて、学ぶことの楽しさや問題を解く面白さを生徒に感じさせることが

重要である。

・生徒に身につけさせたい内容を明確にして、「教師が教える」授業と、「協働して活動する」時間

のバランスをよりよくし、習得する力と活用する力の両方を伸ばす授業計画とする必要がある。

・生徒の考えや回答は電子データとして蓄積されるため、タブレット端末がないと取り出せず家庭へ

の持ち帰りができないため、復習などに簡単に利用できない。

・発表のしかた、伝達のしかた、教え合い活動での教え方の修練（表現力の向上）

→相手を意識して、わかりやすい言葉を使って丁寧に伝えようとする意識を高め、そのような場を

継続していく。
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研究主題      と も に 学 ぶ 算 数 ・ 数 学 教 育 の 創 造

サブテーマ      ～ つなぎ教材を効果的に取り入れた指導の工夫 ～

藤岡市立北中学校 梁川 昌樹

Ⅰ 主題設定の理由

本校では連携型小中一貫校として、すべての教科で小・中９年間のつながりを大切にし

て学習してきたことを確実に身に付けさせるための指導を行っている。授業の内容は、小

学校とのつながりを明確にした系統表を参考に、本時につながる既習事項をつなぎ教材と

して指導の中に取り入れている。しかし、口頭で説明したり、読ませたりするだけでは効

果的につなぎ教材として発揮することはできない。そこで本校で行った全国学力・学習状

況調査の結果を参考に、課題のある領域に的をしぼり、つなぎ教材の効果的な指導を研究

したいと考えた。

本校では平成３０年度全国学力・学習状況調査の報告書によると、数学Ａの区分別正答

率は４領域で関数が 56.1％と最も低く基本的な知識等の定着に課題があるとの報告がある。

また、活用問題でも目標とする正答率よりも低いことが分かった。そこで、関数領域に的

をしぼり効果的なつなぎ教材を取り入れた授業づくりをしていきたいと考え、このテーマ

を設定した。

Ⅱ 研究目標

比例・反比例の指導において、既習事項のつながりと新しい学習内容を結びつけるつな

ぎ教材を開発し、それを繰り返し指導で用いることで、定着した知識・技能を自分なりに

活用したり、表現したりする生徒の育成につながることを検証する。

Ⅲ 研究内容

（１） 既習事項のつながりを明確にする指導の工夫

    これまで生徒は、数量関係を記号や文字を用いて数を当てはめて調べたり、変化

の様子をグラフを使い変化の特徴を読み取ったり、比例や反比例を学習してきた。

関数関係をこのように形式的に調べる方法は、中学校での関数の学習で必要な素養

である。そこで、これまで学んできた内容を小学校で扱った教科書を参考に類似問

題を事前に考えさせ、授業に臨むようにすることで、つながりを明確にする。また、
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毎時の授業では「めあて」を提示したあとに、本時で使用する既習事項の知識を「今

日使う知識」で示す。これを「つなぎ教材」として位置づけ、それらを活用し、生

徒は授業中いつでも既習事項を確認できるように板書計画を行う。その提示の仕方

を、例題を解く中で、知識の確認をさせることで考え方に見通しをつけさせる。ま

た黒板に書き示したした内容は、授業が終わるまで消さないようにする。

（２） 生徒が定着した知識・技能を活用し表現するための振り返りの充実

    授業では、「めあて」「まとめ」の後の「振り返り」で新しく学んだ知識を活用す

る演習を行うようにする。振り返りでは、取り組む問題内容が書かれたプリントを

配布することで、板書を写す時間を削減し、すぐに問題に取り組めるようにする。

また、振り返りプリントは回収し正答率を記録することで、重点的に復習すべき内

容を明確にしていく。表現する力を育むために、本時で振り返った内容をペア学習

で確認させ、学び合いを図ることで活用したことを数学的な知識に基づいて説明す

る。

Ⅳ 実践例

（１）ねらい 反比例の点の集合が、なめらかな曲線になることを理解する。

（２）準備  ワークシート、教科書

（３）展開

学習活動
時

間

指導上の留意点

◎学びのつながり ※授業中の生徒指導３機能

１ 本時のめあて

と今日使う知識を

確認する。

めあて

反比例の点の集

合はどんな形にな

るのか。

・今日使う知識の確

認

5

15

◎これまで、反比例するグラフをかくとき、正の数の領域

のみで考えてきた。ここでは、比例のグラフをかく方法と

同じように、点の座標を基に反比例のグラフの形を学習す

る。

・今日使う知識（つなぎ教材）を示すことで、本時の学習

内容に見通しをつける。

・つなぎ教材
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２      に

ついての、点の座標

を書き出し、反比例

の点の集合を予想

する。

・点の座標で考え

る。

・図に点を取って考

える。

３      に

ついて、細かい点の

座標を取った図を

見せ、点の集合が曲

線になることを確

認する。

４ まとめ

５ 振り返り

・ｙ＝
４

ｘ
のグラフを

かく。

15

5

10

・式から表を作成し、点の座標をかき出すことで、式と表

が関連することに気付かせるようにする。

・点の座標を図に示させることで、図のよさを理解させる

ようにする。

※点の座標、図から反比例のグラフの形を予想する（自己

決定）

※予想した考えをペアで話し合わせ、互いに意見を共有す

る（共感的人間関係・自己有用感）

・0.01 単位で点の座標を図に取ったものを見せることで、

反比例のグラフが曲線になることを気付かせる。

◎この後は反比例のグラフをいくつかの点の座標を基に、

なめらかな曲線で結び、グラフを完成させる学習につなが

る。

yx
1
6
x

yx
1
6
x

評価項目【考】

反比例の式をみたす点を細かくとると、そのグラフはどうなるか

を予想することができる。（発言・ワークシート）

まとめ

反比例の点の集合

は、なめらかな曲線
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授業でのワークシート

〈今日使う知識〉

・  は  に反比例する…       の形で表される。

・点の座標…   ＝２ 、 ＝４ は、点（  ,  ）と表される。

      の表をうめて、点の座標を書き出していこう。（すべて小数で表そう。）

（１）

… －４ －３ －２ －１ ０ １ ２ ３ ４ …

… －３ －６ …

点の座標は…

（  ，  ）（  ，  ）（  ，  ）（  ，  ）（  ，  ）（  ，  ）（  ，  ）

（  ，  ）

（２）

… ０．５ １．５ ２．５ ３．５ ４．５ ５．５ …

… …

点の座標は…

（  ，  ）（  ，  ）（  ，  ）（  ，  ）（  ，  ）（  ，  ）

  （３）小数第二位までかきます。

… 1．０５ 1．１５ 1．２ 1．２５ 1．３５ 1．４５ 1．５５ …

… …

点の座標は…

（  ，  ）（  ，  ）（  ，  ）（  ，  ）（  ，  ）（  ，  ）（  ，  ）

xy

x y

yx
6
x

x

y

例１

x

y

x

y
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授業の様子

O x

y

1P2P3P4P5P6P 1 2 3 4 5 61P
2P
3P
4P
5P
6P

1
2
3
4
5
6
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Ⅴ 成果と課題

（１）成果

  ・比例のグラフを初めて学んだときの考え方に気付き、反比例のグラフを予想しよ

うと自ら取り組む生徒が見られた。

   ・式に任意の数を代入する際に、点の座標の求め方を「今日使う知識」を確認し、

どのように点をグラフに書き込んでいくかを、教科書やノートを振り返り調べる

生徒が見られた。

   ・手が止まる生徒に対して、個別に指導する際に、黒板を見ながら手立てをするこ

とができた。

   ・生徒同士でグラフをかく説明をし合うときに、「今日使う知識」に書かれた数学的

な表現を使って説明できる生徒が見られた。

   ・どのようなグラフになったかを発表する際に、自信を持って挙手する生徒が増加

した。

（２）課題

  ・つなぎ教材として、導入時に提示するときに発問することで、生徒から気付かせ

るようにする工夫が足りない。

  ・つなぎ教材によって考え方に気付いた生徒が、さらに課題を追及するように、プ

リントを別で準備するなど複線型の授業になるようにする必要があった。

  ・点の座標を求める際に、電卓を準備することで展開を早めることができたと考え

られる。

・ワークシートのめもりを０．１単位にすることで、曲線であることに早くに気付

くことができたと考えられる。（さらに細かく点の座標を求める生徒がいたが、対

応する座標が無かったため、あいまいな点のプロットになってしまった。）
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ともに学ぶ算数・数学教育の創造

～理解を深める言語活動～

高崎市立高南中学校 大竹 悟

Ⅰ 主題設定の理由

中学校のクラスでは､身に付けている数学の学力の幅が非常に大きく､1時間

の授業の中でクラスの全員が充実感を感じることのできる授業づくりが困難で

ある。一斉授業の中で少しでも「個」に応じた授業を展開するための手段とし

て､理解を深める言語活動、「教え合い」の活動が有効であると考え､主題として

研究を進めるに至った。

Ⅱ 研究目標

・理解を深める言語活動、「教え合い」の活動を通して

①クラスの生徒が一人でも多く､一斉授業の中で充実感を感じることができる

授業づくり。

②根拠を明らかにして､わかりやすく説明をする力を身に付け､自信をもって発

表できる生徒の育成。

Ⅲ 研究内容

「教え合い」の活動を組み込んだ授業の実践

①授業の目標・めあてをしっかりと共通理解をする

②それぞれが課題解決に取り組めるよう見通しをもたせる

③個人解決の時間をとる

④「教え合い」の活動を通して､問題解決をする

⑤生徒が黒板で発表を行う

⑥まとめをして､振り返り問題に取り組む

③､④の活動の時､教師は生徒をよく観察して､教えに行かせる生徒を意図的に

指名したり､教室全体の様子をよく観察したりして､「教え合い」が充実するよ

うにする。⑤の発表は､得意な生徒のみの発表にならないよう指名の仕方を工夫

する。

④の活動を入れたことによって､上位層が時間をもて余すことなく課題解決に

取り組めたか､下位層が内容をわからないまま進んでいないかを観察する。また､

その活動によって､他者に説明をすることに抵抗が減り､黒板にて堂々と発表を

することができたかを観察する。
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１年間を通して、「教え合い」の活動を取り入れていき、生徒がどう関わり合

っているか、前に出て発表をするときの様子はどうかを観察していき、授業の

中での生徒の変化をみていく。

Ⅳ 実践例①

１．単元名  連立方程式の利用（２章 連立方程式）

２．目標

具体的な問題を、連立方程式を利用して解決する手順を理解して解くことが

できる。

３. 準備

生徒：教科書・ノート

教師：教科書・手順を書いたカード

４. 展開

〇学習活動 ・支援及び留意点 ☆評価

○文字を使った数量のあらわし方を

復習する。

①140 円のもの a個で 140a 円だな。

②消しゴムx個と鉛筆y個、合計何個。

③140円のものa個と160円のもの b

個で合計いくら。

〇問題１について、パックを開けずに

個数を求める方法を見つける。

・連立方程式で式ができそうだ

・一次方程式が使えそうだ。

・当てずっぽうでできるかな。

・文章の中の数量を、文字を使った式

で表すことで、方程式をつくるときに

文章の中の数量関係を立式しやすい

ようにする。

・色々な解き方があることを確認する

ことで、連立方程式がその中の１つの

問題解決方法だとわかるようにする。

【問題１】大竹くんは、お母さんの誕生日に１個 140 円のソフトクリームと１個

80 円のガリガリ君が合わせて 12 個入ったハッピーパックを 1380 円で買ってきま

した。お母さんが帰ってくるまで、ハッピーパックは開けられませんが、どっちの

アイスがどれだけ入っているかを知りたいと思っています。
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〇個人で課題解決をしていく

【教え合い１】○問題解決できたら、

他の生徒に教えに行く。

・ソフトクリームを x個、がりがり君

をｙ個とすると、

𝑥＋𝑦= 12
140𝑥＋80𝑦＝1380

加減法（代入法）で計算すると、

𝑥= 7
𝑦＝5

よって、ソフトクリーム７個、がりが

り君５個である。

【教え合い２】○全体で、代表者が発

表をして、答えを確認する。

○解答をもとに、連立方程式を用い

て、問題解決する手順を確認する。

【まとめ】

①どの数量を文字で表すか決める。

②数量の関係をみつけ、方程式をつく

る。

③連立方程式の解を求める。

④解の吟味をして、答えを書く。

・黒板に表をかいて見通しをもたせる

ことで、方程式を立てやすくする。

・答えが出た生徒は、問題解決が進ま

ない生徒に教える活動をすることで、

教える側は理解を深め、教わる側は問

題解決の糸口をつかめるようにする。

・手順をカードでつくって貼ること

で、振り返り問題に取り組むときに黒

板上で動かして確認をしやすくする。

練習問題に取り組む。【振り返り】

・連立方程式を使えそうだな。

・値段の違うケーキを x個、y個とし

よう。

・黒板に解き方を残しておくことで、

見て振り返りながら問題解決を進め

られるようにする。

【めあて】具体的な問題を、連立方程式を用いて解決しよう。

【練習】１個 300円のケーキと１個 350 円のケーキを合わせて 10 個買い、3300 円払いました。

300 円のケーキと 350 円のケーキは、それぞれ何個買いましたか。

[数学的な技能]（観察・ノート）

具体的な問題を、連立方程式を利用して解決する手順を理解して解くことができる。
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実践例②

１．単元名  平行線と角（４章 平行と合同）

２．目標

星形五角形の先端の角の和が 180°になるわけを、使った性質などの根拠を明

らかにして、説明することができる。

３. 準備

教師：ワークシート、黒板にて発表用の拡大した紙、既習事項が書いてあるパ

ネル、何色かの油性ペン

生徒：教科書、定規

４. 展開

〇学習活動 ・支援及び留意点 ☆評価

◯三角形、四角形、五角形、ｎ角形、

凹四角形の内角の和が何度になるか

など既習事項を確認する。

・どうしてその大きさの角になるのか

その理由も確認しながら進めること

で、根拠がわかっていることを確認さ

せて、パネルを黒板にはる。

◯今日の学習問題を把握する。

（問題）星形五角形の先端の角の和

は、何度だろう。

〇個人で課題解決をしていく

【教え合い１】教え合いの活動をし

て、様々な求め方を見つける

【教え合い２】黒板にて、根拠をはっ

きりさせて発表をする。

・画用紙の模型を使って、三角形、凹

四角形、星型五角形という順にみせ

て、既習事項の図形が含まれているこ

とに気付けるようにする。

・１つ考えられた生徒には、他の方法

も考えさせる。

・自力では進まない生徒を支援するた

めに、手が止まっている生徒には模型

をもう一度みせ、隠れている図形に気

付かせる。

・席を移動しても良いので、とにかく

たくさんの方法をワークシートにか

いてくる。

・グループで１つの方法をまとめ、だ

れもが説明できるようにする。グルー

（めあて）∠A＋∠B＋∠C＋∠D＋∠Eをいろいろな方法で求めよう。

      Ａ

              

              

Ｂ          Ｅ

                                   

     Ｃ        Ｄ
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〇星形五角形の性質をまとめる。

∠A＋∠B＋∠C＋∠D＋∠E＝180°

プ内で再び互いに確認や説明をし合

うことで、発表の自信をつけさせる。

・発表の時は、根拠となる性質が分る

ように発表させる。

【まとめ】

今まで学習した性質を根拠として、

様々な方法で説明することができる。

〇授業の感想をかく。

（ワークシート）

[数学的な見方・考え方]

星形五角形の先端の角の和が 180°になるわけを、使った性質などの根拠を明らかにして、説

明することができる。（ワークシート・観察）

      Ａ

              

              

Ｂ          Ｅ

                                   

     Ｃ        Ｄ
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（グループのまとめ）

Ⅴ 成果と課題

（成果）

・教え合う活動を通して、積極的に友達に説明していく生徒が増えていったこ

とから、説明することの楽しさを感じることができていた。

・教え合いの活動を取り入れたときは、そうでないときと比べ、挙手をする生

徒も増えた。

・発展的な内容のグループ活動にも、全員の生徒が参加できるような土台をつ

くることができた。

・黒板での発表のときに、声の大きさが大きくなってきたことから、発表に対

して自信をもつことにつながったと考えられる。

・指名の仕方を工夫することで、教え合いの時間にただ答えを知るだけでなく

「なんでそうなるの。」とお互いに聞き合っている場面もあり、積極的にコミュ

ニケーションを取る様子が見られた。

・教え合いの活動の中で、「わかった！」や「そういうことか！」という言葉が

聞こえてきたとき、その場の生徒が笑顔になっていたことから充実感が感じら

れた。

（課題）

・教えてもらえることを当てにして考えることをやめてしまう生徒がでてこな

いように、「個別解決」を大前提とした授業づくりをしていき、考えるきっかけ

を与えられるように課題を練ることが必要である。

・個別解決で既習事項を使って解決することができるように、課題の出し方、

見通しのもたせ方を工夫することが必要であった。

・見通しをどこまでもたせてから、課題解決に入るかを生徒の実態と学習内容

から考えること必要である。

・教え合いの活動から、解法が１つに収束するようになるのではなく、多様な

意見が生まれる工夫もすることで、更に深い学びにつながる。



数学的活動を通して未来を拓く算数・数学教育

～数学的な表現を用いて論理的に説明し伝え合う活動を通して～

館林市立第三中学校 佐々木英男

Ⅰ 主題設定の理由

平成 33 年度より全面実施される新学習指導要領は、子どもたちが未来社会を切り拓くために必要
な資質・能力を一層確実に育成することや知識・理解の質を高めることなどが改訂の基本的な考え方

である。数学科においては、一つ一つの学びが何のためか、どのような力を育むものかを明確にして

いくために、育成すべき資質・能力を、「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」、「学びに向

かう力、人間性等」の三つに分けて示している。また、これらの三つの柱に基づいて数学科の目標が

示されおり、数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動を通して、数学的に考える資質・能力を育

成することを目指している。

今回の改訂では、数学的に考える資質・能力を育成する上で、数学的な見方・考え方を働かせた数

学的活動を通して学習を展開することを重視している。その中で数学的活動における問題発見・解決

の過程として二つの過程を挙げている。一つは、日常生活や社会の事象を数理的に捉え、数学的に表

現・処理し、問題を解決し、解決過程を振り返り得られた結果の意味を考察する過程であり、もう一

つは、数学の事象から問題を見いだし、数学的な推論などによって問題を解決し、解決の過程や結果

を振り返って統合的・発展的に考察する過程であり、これら二つの過程は相互に関わり合って展開さ

れる。数学の学習過程においては、これらの二つの過程を意識しつつ、生徒が目的意識をもって遂行

できるようにすることの重要性を指摘している。

本校では、「主体的に学ぶ生徒の育成」を掲げ、３年計画で研修を進めてきた。１年目は、「はば

たく群馬の指導プラン」を活用した授業改善、２年目は、活用する場面を取り入れた単元構想の工夫

により、主に授業改善を中心に取り組んできた。３年目となる今年度は、思考力を高める対話的な学

びを授業の中に効果的に取り入れて、思考力・判断力・表現力を高める授業作りを行っている。自力

解決が難しい生徒にとっては、ペアやグループで考えることが解決の糸口となり、自力解決ができる

生徒にとっては、自分の思考過程を分かりやすく伝える活動がより深い理解につながっている。一方

で、他人任せになってしまったり、自分の考えを順序立てて論理的に説明したりすることに苦手意識

をもっている生徒も少なくない。

以上のことから、問題発見・解決の過程において、自分自身の言葉で思考を表現する上で、数学的

活動を通して、数学的な表現を用いて論理的に説明し伝え合う活動を行うことは、数学的な知識・技

能、数学的な表現などのよさを実感し、数学的に考える資質・能力を育成することにつながると考え、

本研究主題を設定した。

Ⅱ 研究目標

問題発見・解決の過程において、ペアやグループによる対話的な学びを中心とした数学的活動を通

して、数学的な表現を用いて論理的に説明し伝え合うことは、数学的な知識・技能、数学的な表現な

どのよさを実感し、数学的に考える資質・能力を育成することに有効であるかを実践を通して明らか

にする。

L－ 1
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Ⅲ 研究内容

１ 主体的・対話的な学びの工夫

問題解決の過程で、既習事項の何をどのように使うのかを考え、他者へ伝えるためのポイント

を明確にする。グループごとに、分かりやすく簡潔に伝えるためにはどうしたらよいかを発表用

ホワイトボードを使って話し合えるようにする。図や表、式をはじめとした数学的表現を意識的

に使えるようにすることで、思考力・表現力を伸ばすことができると考える。

２ 単元構想を基にした学習計画表の作成

各単元の始めに、その単元のゴールとなる目標を明確にしたり、１単位時間ごとのつながりを

意識させたりすることで、生徒が学習に対して主体的に取り組めるようになると考える。また、

単元構想を行う上で、どのような場面で、どのように対話的な学びを取り入れるべきかを位置づ

けていく。

Ⅳ 実践例

（１）実践例１ ３年 多項式（13／17時間）

１ 目標

式変形することで公式が適用できることに気づき、やや複雑な式を因数分解することができる。

２ 展開

時 資質・能力を育成するための学習活動 資質・能力を育成するための指導上の留意点

間 ○予想される生徒の反応（意識） 目的 ○手立て、配慮事項 ◇評価

＜学習課題の把握＞

５ １ 前時の学習の振り返りを行うとともに、本時の学習の

分 見通しをもつ。

【学習課題１】 ○因数分解の手順を想起させるために、前時の

の因数分解の仕方を考えよう。 練習問題の答え合わせをしながら確認をする。

本時のめあて ○学習課題１を提示し、どのように因数分解を

複雑な式の因数分解の仕方を考えよう。 すればよいのかという見通しを立てられるよう

○展開して、同類項をまとめてから因数分解する。 にするために、これまでの問題との比較をする。

○置き換えれば公式が使える。

＜課題の追究＞

40 ２ 自力解決する

分 ・見通しをもとに、因数分解の仕方を考える。

○

○置き換えによる因数分解の有用性に気づける

○ ようにするために、展開してから因数分解した

解法と、置き換えにより因数分解した解法をグ

・解き方の説明をする。 ループ内で掲示用ホワイトボードを使いながら

○置き換えてから因数分解した方が簡単。 比較、検討する。

３ 練習問題を解く ○式変形の必要性に気づけるようにするため

公式を使って因数分解することがで

きるようにするために

式の中の共通な部分を一つの文字に

置き換えることで公式が使えること

を見いだせるようにするために
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４ 式の変形が必要な因数分解の問題を解く。 に、このままでは因数分解できないことを確認

【学習課題２】 する。

の因数分解の仕方を考えよう。 ○共通な部分を式変形により見いだすことがで

○展開してからやってもできない。 きるようにするために、後ろのかっこ内のｙ＋

○共通因数をくくりだしてみる。 １に着目し、部分的に共通因数をくくり出せる

○ ようにする。

○因数分解した後に代入すると計算が簡単にな

・解き方の説明をする。 ることに気づけるようにするために、

５ 練習問題を解く の式から気づくことはないかと問いかける。

６ 因数分解の公式を使って式の値を求める。 ○因数分解してから代入することの有用性を感

【学習課題３】 じられるようにするために、直接代入して計算

ｘ＝８５、ｙ＝１５のとき の値を求めよう。 する方法を示す。

○直接代入して求めてみる。 ◇式変形してから公式を適用することによ

○因数分解してから代入してみる。 ってやや複雑な式を因数分解することができ

７ 練習問題を解く る。〈ノート〉【技能】

＜本時のまとめ＞

５ ８ 本時の振り返りをする。

分 ○複雑な式でも、置き換えや式変形をすれば、公式を使って

因数分解ができる。

○置き換えや変形により公式が使えるようにな

ったことをまとめられるようにする。

（２）実践例２ ３年 平方根（9／18時間）

１ 目標

根号を含むいろいろな式の計算をすることができる。

２ 授業の概要

・ 本時までに平方根の加減乗除、有理化等について学習している。本時の学習は、ここまでの既

習事項を活用して、以下の四つの計算の仕方について考えた。

①分母に根号がある平方根の計算

②分配法則を利用した計算

③展開の公式を利用した計算

④式の値の計算

本実践においては、一つ一つ順番に取り組むのではなく、自分自身で解けそうな課題、さら

に、解き方について説明できそうな課題を選択させた。自力解決の時間は３分程度。その後、

同じ課題を選択した生徒同士で集まり、発表用ホワイトボードを使いながら説明の手順を考え

た。説明のポイントとして、どのような既習事項をどのように活用したかが分かるようにする

ことを伝えた。グループの代表が発表し、他グループが質問をしていく形式を取った。また、

不十分な説明に対しては、他グループの生徒に指摘するように促した。

四つの解法が出そろった後、それぞれの課題の練習問題に取り組み、習熟を図った。これま

での実践では、生徒が解法を考え発表するものの、教師側の説明の時間が多くなってしまうこ

複雑な式でも工夫すれば公式による

因数分解が可能であることを振り返

るために

L－ 3
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『分配法則』という言葉だけではなく、矢印を

使って分かりやすく説明することができた。

とがあったが、本時では、解法についてはほとんど補足することもなく、生徒が中心となって

授業を進めることができた。自力解決から、グループでの学び合いを経て、自分の解法に自信

がもてたことで、発表もスムーズに行うことができたと考える。練習問題の時間では、ホワイ

トボードに記された他グループの解法を参考に取り組むことができた。

３ 各グループの発表ボード

①分母に根号がある平方根の計算 ②分配法則を利用した計算

口頭では説明をしていたが、 は

説明後、教師が付け加えた。

③展開の公式を利用した計算 ④式の値の計算

『有理化』や『通分』といった、既習事項の用

語を赤ペンで強調し説明することができた。

展開公式に当てはめて計算することを、注意事

項やポイントを記述しながら説明することがで

きた。このグループは最初、□部分しか書いて

いなかったが、より分かりやすい説明になるよ

う促したところ、グループ内で話し合って、付

け加える説明を決定することができた。

『因数分解』や『展開』『分配法則』等の用語を

使って説明することができた。展開の部分では、

分配法則を行っていたが、補足として、展開公

式１に当てはめることもできることも説明する

ことができた。

加法のときは根号の中の数が等しくないといけ

ない為、7√ 6にはならない！

ｘ ＋ｙ ＋２ｘｙの形2 2

にした方が分かりやすい！

224 2
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（３）実践例３ 単元構想を基にした学習計画表の作成



【学習計画表への生徒の記述※昨年度のもの】

Ⅴ 成果と課題

研究内容１ 主体的・対話的な学びの工夫について

○自力解決の過程を振り返るために、他者とのかかわりの中で、分かりやすく説明できるようにし

た。特に、既習事項を使う場面では、何をどのように使って解決できたのかを振り返るようにし

た。自力解決後の時間に、ペアやグループで解決過程等について話をする時間を確保することで、

自力解決が難しい生徒は解決の手助けとなった。また、自力解決できた生徒は解決過程を振り返

りつつ、数学的表現を使いながら説明することで、より深い理解につながった。

●自力解決はできるものの、説明し合う段階では意見が言えない生徒もいる。ホワイトボードへの

記入でも、積極的な生徒が中心となってしまう傾向があるため、輪番制にするなどして表現でき

る機会を増やしていく。

研究内容２ 単元構想を基にした学習計画表の作成について

○単元のゴールとともに、その単元に必要な既習事項を示した。生徒は、必要に応じて予習、復習

に取り組んでいる。また、授業後には、学習内容の振り返りとポイントを記入できるようにし、

学習内容の定着を図った。生徒は自分自身で授業を振り返り、自分の言葉でまとめることができ

るようになってきた。

●振り返りの欄が大きいことで授業内容とは直接関係のない振り返りになることがある。短い言葉

や図等を使い、ポイントを絞らせることで、より簡潔に授業内容を振り返られるようにする。

【生徒用学習計画表のさらなる改善点】

10 ｢めあて｣の記入廃止後、｢ふり返り｣と｢学習の
ポイント｣を書かせていたが、｢ふり返り｣につ
いても、文章で記述するのにかなりの時間が要
するため廃止。各自で本時の学習のふり返り、
｢学習のポイント｣のみを記入することとした。
本時のまとめとして、そこに書かれた内容をも
とに、全体で学習のふり返りをするようにした。

11 学習計画表に、活用問題を明示し、身に付けた
知識や技能(学習のポイントに書かれた内容)
が、どこで活用されるのかが分かるようにした。

L－ 6

10 11
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研究主題 数学的活動を通して未来を拓く算数・数学教育

サブテーマ ～解決過程を表現する学び合い活動を取り入れた指導～

千代田町立千代田中学校 樽見 昭

Ⅰ 主題設定の理由

新学習指導要領の中学校数学科の目標は、数学的な見方・考え方を働かせ、数学的活動

を通して、数学的に考える資質・能力を次のとおり育成することを目指す。と明記されて

いる。

(１)数量や図形などについての基礎的な概念や原理・法則などを理解するとともに、事象

を数学化したり、数学的に解釈したり、数学的に表現・処理したりする技能を身に付ける

ようにする。

(２)数学を活用して事象を論理的に考察する力、数量や図形などの性質を見いだす統合的

・発展的に考察する力、数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養

う。

(３)数学的活動の楽しさや数学のよさを実感して粘り強く考え、数学を生活や学習に生か

そうとする態度、問題解決の過程を振り返って評価・改善しようとする態度を養う。

また、今回の改訂は中央教育審議会答申を踏まえ、次の基本方針に基づき行った。

一、今回の改訂の基本的な考え方

二、育成を目指す資質・能力の明確化

三、｢主体的・対話的で深い学び｣の実現に向けた授業改善の推進

特に、主体性・対話的で深い学びのためには、子供たちが学習内容を人生や社会の在り

方と結び付けて深く理解し、これからの時代に求められる資質・能力を身に付け、生涯に

わたって能動的に学び続けることができるようにするためには、これまでの学校教育の蓄

積を生かし、学習の質を一層高める授業改善の取り組みを活性化していくことが必要であ

り、我が国の優れた教育実践に見られる普遍的な視点である｢主体的・対話的で深い学び｣

の実現に向けた授業改善を推進することが求められる。そこで本校の実態を正確に踏まえ

て、日常生活と関連づけた問題を多く取り入れ、数学的な活動を通して、数学のよさや楽
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しさを実感させたいと考えた。

本校の生徒は、授業では、真面目に取り組み、話をしっかりと聞いて学ぼうとする姿勢

が見られる生徒がほとんどである。教師の問いかけに対する反応もよく、積極的なやりと

りができる一方、授業の内容がほとんど分からず、ノートをとるだけで精一杯な生徒もい

る。数学を苦手としている生徒も友達に聞いたり、答えを確認したり、教えあったりする

姿が見られる。また、答えを出すことだけに終始し、なぜその解答が導き出されるのか十

分に説明できなかったり、まったく根拠のない解答をしたりすることもある。自分の考え

をもっていてもそれを表現することができなかったり、自分の考えに自信がもてずに伝え

られなかったりすることも多い。また、４月に行った全国学力状況調査ＣＲＴによると、

｢数と式｣｢図形｣｢関数｣｢資料の活用｣どの領域も全国平均まで５ポイント程度低いことが分

かった。特に、どの領域でも利用の場面では、数学が苦手な生徒のとっては、解く手がか

りが見つけられずにあきらめてしまう傾向があることがわかった。このような実態から、

、 。根拠をもとに自分の考えをもち それを表現できるようにすることが必要であると考えた

、 、 、そこで この研究を通して 生徒が日常生活の様々な場面で数学の知識や技能を活用し

。 、 、事象を数理的に考察する能力を養いたい そして数学のよさや必要性 楽しさを実感させ

数学への興味関心をさらに高め、学習意欲の向上を目指したいと思い本主題を設定した。

Ⅱ 研究目標

課題設定の場面で日常生活な事象を取り上げたり、既習事項を基にし数や性質を見いだ

したりなど、生徒が目的意識をもって主体的に取り組み数学的活動を通した指導を行うこ

とで、数量や図形などについて実感を伴って理解し、数学を学ぶことの楽しさや意義を実

感できるようになることを実践を通して明らかにする。

Ⅲ 研究内容

①解決過程を表現する学びあい活動について

・課題解決の場面において、まずは自分の意見や考えを持つことが大切であると考える。

十分な時間を確保して、生徒に自分の考えをしっかりと持たせるようにする。

・解決過程を自分の言葉で表現させる。友達と同じ意見の時も、根拠を明らかにして誰が

見ても分かるようにすることで、言語能力を高めることができる。
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・隣同士やグループでそれぞれの考えを説明し合う。同じ考え方であれば自分の考えを確

かなものとすることができ、異なる考え方であればさらに見方や考え方が広がる。お互い

に｢学び合う｣ことができると考える。

②学び合い活動の場面、形態

・一斉授業の場面は、常に隣の席の友達とペア学習の意識を持たせる。ペアで解決できな

かった場合は前後でも話し合ってよいことを約束しておく。

・グループ学習は、４人グループで行う。４人で解決できなかったときは、隣のグループ

と話し合ってもよいことを約束しておく。

・授業の中で｢考える場面｣、｢話し合う場面｣｢発表をする。または発表を聞く場面｣をしっ

かりわけて集中して取り組めるようにする。

・発表の場面の工夫

発表の場面では生徒が発表するだけでなく、説明が終わった生徒に指名をさせ、改めて発

表する場面を作る。

③解決過程を表現できるようにする授業展開

・既習事項を繰り返し確認しながら学習を進めることにより基礎基本の定着を図るととも

に、新たな課題に対しても既習事項を活用して考えると解決できることを味わえる展開

を工夫する。

・｢なぜ｣｢どうして｣を繰り返し問うことで生徒の知識を整理できるようにする。

Ⅳ 実践例

（１）本時の目標

全体の個数を文字を使った式で表すことができる。

（２）準備

ワークシート

（３） 本時の展開

学習活動(〇)
時間 支 援 ・ 指導 上 の留 意 点(・)

予想される生徒の反応(＊)
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○前事の復習をする。 ・既習事項を確認することにより本時の学習につ

○本時の学習をつかむ。 なげる。

10・マグネットの個数を数える。

○ ○ ○ 分

○○ ○○ ○○ 一斉

○○○ ○○○

○○○○

【既習事項を確認する】

一辺に並ぶマグネットの個数がｎ個 ３５

のとき、全体の個数を文字ｎを使っ 分

た式で表そう。

○問題に取り組む。 一人

○

○○

・ ・

○ ○ 【めあてを確認して、一斉で問題確認】

○○・・・○○

○答えを確認する。 一斉 ・いろいろな考え方を確認できるように意図的に

＊いろいろな考え方があることが分か 指名する。

る。 ｢なぜ｣｢どうして｣をたくさん質問していく。

○課題問題に取り組む。 一人

○○ ・・・・ ○○

○ ○

・ ・

・ ・

○ ○

○○ ・・・ ○○
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【生徒の発表の準備の様子】

・ペアで考える ペア ・一つ考えが見つかった人は、違う考えを発見さ

せる。

・グループで考える グル ・ペアやグループで考えさせることで多様な考え

ープ 方を知る。

○発表をする。 一斉 ・班のメンバーに伝える活動を通して自分の

＊自分の考え方を理解する 答えに道筋をしっかり持たせる。

＊友達の考え方をつかむ。

【技能】

全体の個数を文字ｎを使った式で表すことができ

る （発言・発表・ワークシート）。

【生徒のワークシート】

【生徒が発表をした後、補足説明を質問しながら

別の問題を解く。 確認する】

○ ・早く終わった生徒は問題に取り組ませる。

○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○

○本時の学習のまとめをする。 ５ 感想を聞くことで、文字を使った式で表すよさを

○次の授業に向けての確認をする。 再度クラスで確認する。
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○授業を終えて

・既習事項を確認することで本時の考えをしっかり持てることにつながった。

・話し合い活動で考える時間は十分にとった。

・一斉の授業の時と比べると、移動したり友達と相談したりしながら、楽しそうに授業を受けて

いる印象があった。また、発表できたときの充実した様子が見られた。

・もっと発表の場面でいろいろな質問をすることで考えや理解を高められたと感じた。深められ

るような質問を考えておく必要があった。

・発表の場面では、時間を費やさないためにも日頃のルールを徹底させる必要があることが改め

て分かった。

【生徒の感想より】

・いろいろな考えが分かった。

・自分だけでは気がつかなかった答えを、友達の発表で知ることができた。

・自分では分かっていても、友達への説明の発表は難しかった。

・楽しかった。次の問題も解きたいと思った。

・難しかったけど、みんなと一緒に解いたら分かった。

Ⅴ 成果と課題

(１)成果

・既習事項を確認する時間を毎回取ることで本時の考えをしっかり持てることにつなが

った。

・複数の解法を考えることで多様な考えにつながった。

・生徒同士の表現し合う活動をおこなうため、十分な時間設定できた。

・ワークシートを整理して作成することでやることを明確にできた。

(２)課題

・個人、ペア、グループ、全体での確認だけで、もっと広めたり深め合うことのできる

ような発問を考えておく必要があった。

・説明が同じ場合のときも、自分の言葉でしっかり発表できるようにする。発表の仕方

の工夫をもっと考えておく必要があった。

・説明する力は、もっと授業の中でたくさん場面を作っていく必要がある。いろいろな

場面で｢なぜ｣｢どうして｣を考えさせ、自分の答えに自信を持たせていきたい。
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授業用ワークシート

めあて

一辺に並ぶマグネットの個数がｎ個のとき、

全体の個数を文字ｎを使った式で表そう。

一列に ２ ３ ４ ５ ｎ

○ ○ ○

○○ ○○ ○○

○○○ ○○○

○○○○

個数 ３ ６ １０

問 ○○ … ○○ ○○ … ○○ ○○ … ○○

○ ○ ○ ○ ○ ○

・ ・ ・ ・ ・ ・

○ ○ ○ ○ ○ ○

○○ … ○○ ○○ … ○○ ○○ … ○○

考え方 考え方 考え方

問 ○

○ ・

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○…○ ○ ○ ○ ○…○ ○

○ ○ ○

○ ・

○

考え方
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研究主題  数学的活動を通して未来を拓く算数・数学教育

～法則発見の喜びを味わわせる指導の工夫～

太田市立北中学校  内山 絢乃

Ⅰ 主題設定の理由

数学の学習において、目的意識を持って問題に取り組むことや、どの分野の課題なのか正しく判断す

る力を身に付けるために、課題の解決過程から概念を形成・整理することは大切である。そのために、

数学的活動の一層の充実が必要であると考える。平成２９年に改訂された中学校学習指導要領では、数

学的活動を、「数学の事象から見通しをもって問題を見いだし解決したり、解決の過程や結果を振り返っ

て総合的・発展的に考察したりする活動」と示している部分がある。

そこで数学的活動を通して、新たな概念や法則を発見した実感をもたせることで、また次の課題に向

けて意欲的に解こうとする学びを継続していくことが必要と考える。そのために、授業の中に学び合い

活動を取り入れ、生徒が課題に対して自らの考えを主体的に伝えられるだけでなく、他の意見を聞く態

度や習慣を育成していく。グループで教え合う学習形態をとることで、対話的な深い学びが得られると

考える。

本校の２学年は、基礎的な問題は解けるが、活用の問題になると手が付けられない生徒が多い。また

１学年時には発言、発表ができていたが、２学年になり発言が減少した。学年が上がったことで安易な

質問に答えなくなったことも考えられるが、大きな要因として、学力差が開いてしまっていることが考

えられる。

この問題を解決するために本研究では、頻繁に学び合い活動を取り入れることで、生徒一人ひとりが

主体的に問題解決できるようにした。既習事項を用いて解く課題を出したり、互いに教え合うことを通

して新たな法則を発見した実感をもたせたりすることで、学習内容の定着や学習意欲の向上を図ること

ができると考え、今回のサブテーマを設定した。

今回は、図形領域で研究を進めていく。学習指導要領「Ｂ 図形 第二学年」では、「数学的な推論の

過程に着目し、図形の性質や関係を論理的に考察し表現する力」が求められている。図形領域では主に

性質を見つける活動が多く、それまで当たり前に思っていた事象を改めて見直し、説明しなければなら

ない。そのため、生徒にとって定着しにくく、取り組みにくい領域であると考えられる。そこで、学び

合い活動を取り入れていく。ただ単に図形の性質をそのまま丸覚えするのではなく、どのような過程か

らその図形の性質が得られたのかを重視し、それを「書く・話す」活動を通して表現力を育成する。

Ⅱ 研究目標

新しい図形の性質を発見する過程で、学びの実感や喜びを生徒に味わわせるために、教材の工夫や、

学び合い活動を取り入れる。

Ⅲ 研究内容

①「定義・定理カード」の活用

図形領域において、既習の図形の性質から新たな性質をみつけ、その性質を別の課題解決のために用

いる場面が多くある。そのため、習得した図形の性質を視覚化し、手元に置いておくことで、常に既習

事項を生かす取り組みを行った。定義・定理をまとめた表面と、穴埋めの状態になっている裏面の両面
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を用い、毎時間ペアで確認し合えるようにした。これにより、自然に図形の定義・定理が使えることを

ねらいとした。また、ペアでの確認を繰り返し行うことで、課題に対して全く手が付けられない生徒を

減らし、全員が課題を能動的に進められるようにした。

②少人数グループでの学び合い活動

全員が理解できるよう、４～５人グループによる学び合い活動を多く取り入れた。これにより、課題

に対して今自分がどこまで理解し、何が分からないのかを整理できたり、他に見方がないかを考えるこ

とができたりと、グループで協力して学習を深めていけるようにした。また、感覚的に問題を解こうと

する習慣がある生徒もいるため、それを協力しながら論理的に解かせるくせをつけさせるようにした。

この活動では、班内での発表は全員必ず一度は発言するルールを設けた。最後まで解けていない生徒

も、「ここまで分かった」と相手に意思表示できるようにし、学び合いを活発化させ、クラスの理解度の

底上げを図った。

③本時の目標設定、振り返り

「自己評価カード」を用いて、その時間の目標、一言振り返り、その時間の理解度を表す ABC評価を

書かせた。見通しをもって学習に取り組めるよう、単元の流れを明確にし、その時間の目標を全員に書

かせた。また、次の時間の学習につなげられるよう、毎時間本時の目標に対して、どんな法則を使った

か、新たな発見はなんだったかなど、学んだことや感想、疑問を書かせることで、学習したことを整理

させた。

Ⅳ 実践例

１ 単元名  平行と合同 （２年  ８／１６時間）

２ 目標

  角の大きさの求め方を、補助線や根拠となる図形の性質を明らかにして説明することができる。

３ 展開

時

間
学習活動（生徒の意識）

○教師の支援及び留意点 ◇評価項目

◎努力を要する状況の生徒への支援

導
入
7
分

１ 前時の復習
（１）スキルカードを用いて、図形の
性質の確認をする。（ペア学習）
・対頂角は等しい
・同位角、錯角と平行線の性質
・多角形の内角、外角の和
（２）本時のめあて、問題を確認し、
自己評価カードにめあてを記入する。

○図形の性質を確認することで、問題を解く際になにを
根拠に解くのかを考えさせるきっかけにする。
○前時の図を提示することで、本時の課題解決に向けた
見通しを持たせる。

    
＜前時の図＞

展
開
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35
分

8
分

10
分

15
分

２ 自力解決する。
・平行に補助線を引いたらうまくいき
そうだ。
・いくつか補助線を引いてみよう。
・三角形に分割できないかな。

３ 班で意見交換する。
＜ルール＞
役割 司会、発表者、他の班を覗きに
行く人（スパイ）、他の班が来たら説明
する人（１～2人）
・1人必ず一度発言する。
・班で出た意見は全員が理解するまで
協力する。

＜使う図形の性質＞（例）
・㋐㋑㋒三角形の外角は、それととな

り合わない２つの内角の和に等し
い。

・㋓㋔平行線の同位角、錯角は等しい。
・㋕三角形の内角の和は 180°である。

４ 全体に発表する。
班の発表者が前に出て発表する。

○スキルカードをもとに、何を根拠に解いたのかを考え
させる。
○一つ求め方を書けたら、他の求め方を考えさせる。
◎一つも求め方が思いつかない生徒には、ヒントカード
を見せることで、自力解決のきっかけにする。

○４～５人の班を作る。（９班）
○＜話し合い流れ＞を前に貼り、全員が実行できるよう
にする。
○途中までしかできていなくても、ここまではできたと
いう意思表示をさせることで、ただ答えを写すだけの場
にならないようにする。
○班で考えてもわからなかった場合は、他の班を覗いて
もかまわないことを伝えることで、話し合いが停滞しな
いようにする。
○発表者は図に補助線のみを引き、黒板に貼らせる。
◇図形の性質を明らかにして、論理的に説明することが
できる【考】

○発表者はどの図形の性質を使ったかを明確にしなが
ら発表する。
○いくつかの班の意見が同じである時、代表の班を指名
し、説明させ、補足があれば他の班に説明させる。

めあて 角の大きさを求める方法を考えてみよう。

問題 右の図の時、∠ 𝑥 の大きさを求めなさい。

  ただし、使った補助線は残しておくこと。
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○自分の思いつかなかった考えをワークシートにメモ
させ、不明点を発表者に質問させることで、全員がそれ
ぞれの考えを理解できるようにする。

終
末
5
分

５ まとめ
「まとめ」の欄に記入する。
・補助線を引くことで、さまざまな図
形の性質を用いて解くことができる。

６ 自己評価カードに一言振り返りと
評価（Ａ・Ｂ・Ｃ）をする。
＜Ａ＞
・補助線を引くことで、さまざまな方
法で解くことができることが分かっ
た。
・図形の性質を根拠に説明できた。
＜Ｂ＞
・ヒントカードを使って、途中まで自
力で書くことができた。

○できるだけ生徒からキーワードである「補助線」、「図
形の性質」を引き出し、まとめることで、本時の学習の
ポイントを実感させるようにする。

３ 授業の概要

本時までに生徒たちは、多角形の性質、平行線の同位角、錯角の性質、内角・外角の性質を学習

している。また、毎時間の授業において、図形の性質をまとめた、「定義・定理カード」を用いて既

習の図形の性質を確認する時間を設けている。前時では、既習の図形の性質を利用して角度を求め

る学習を行い（N-2＜前時の図＞参照）、本時はその応用問題である、矢じりの形の問題に取り組ま

せた。

＜ペア活動＞             ＜定義・定理カード＞

   本実践において、１人が多くの解法で課題解決を図るのではなく、各班で出された考えを全員が

理解したうえで発表する、底上げの方法をとった。そのため自力解決の際に、全く解法が思いつか

ない人のための「ヒントカード」を用意して、自力解決の助けとした。実際に利用した人は少なか

ったものの、利用することで解き方の見通しが立ち、進めることができた。

＜自力解決の様子＞               ＜ヒントカード＞
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   自力解決後、各班で自分の意見を発表し、互いに教え合う時間を設けた。そのときに司会や発表

者だけでなく「他の班を覗きに行く人（スパイ）」、「他の班が来たら説明する人」を設定し、何もし

ない人をつくらないようにした（写真①）。各班の意見には、「なんとなくこの部分が直角」と予想

を立てて進めている生徒もいた。しかし、班で意見を交換し合い、他の班に助言を求めることで、

理解しようと全員で取り組んでいた。

その後、各班の代表が発表し（写真②）、補助線を引くと様々な図形の性質で解くことができるこ

とをまとめた。授業の終わりに、自己評価カードに今回学んだことや感想、疑問、ＡＢＣ評価を書

かせ、理解を促した。（写真③）また次の時間にフォローとして、「直角になる部分は偶然である」

ことを正しく理解するための説明をした。

  写真①：学び合いの様子    写真②：代表者による発表の様子

Ⅴ 成果と課題

①「定義・定理カード」の活用について

＜成果＞                              写真③：自己評価カード

・ペアで毎回確認していくことで、図形の性質を自然と覚えられるようになった。

また、数学に苦手意識を持つ生徒も、この時間は積極的に取り組む姿が見られた。

・定義・定理をまとめておくことで、解法が思いつかなかったり、話し合いが滞ってしまったりすると

きなどに、いつでも見返せるようにする癖をつけることができた。

＜課題＞

・一部生徒は丸暗記になってしまい、「なぜそうなるのか」が分かっていなかった。その結果、実際の問

題で活用できない場面もみられた。

・「定義・定理カード」を用いたペア活動のルールを最初に示していたが、違う方法で取り組んでしまっ

ているペアもあり、ルールの徹底が足りていなかった。

②少人数グループでの学び合い活動

＜成果＞

・４～５人の班にすることで、一人ひとりに責任感が生まれ、全員が主体的に話すことができた。また、

今までノートを写すことに精一杯だった生徒も、友達に聞いて解決しようとしていた。

・他者の考えを取り入れることができ、考えの幅が広がっていた。

＜課題＞

・役割を決めなくても自然と話し合いができていたため、役割を無理につける必要がなかった。

・班での意見が少ないとき、話し合いを活発化させる手立てが足りなかった。
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・班で話し合ったあとの発表の仕方に工夫が必要である。代表者に発表させると、それ以外の生徒を評

価しにくくなってしまう。

③本時の目標設定、振り返り

＜成果＞

・毎回自己評価カードにその時間の目標、一言振り返り、その時間の理解度を表す ABC評価をかかせる

ことで、毎時間の学習内容を一度整理するきっかけになっていた。

・自己評価カードを用いて、質問に答える場を設けることができた。

＜課題＞

・ほとんどの目標がこちらから与えたもので、生徒が自然と持つ疑問とつなげることができなかった。

導入に時間をかけ、生徒自身に問題意識を持たせ、目標を作成するべきだった。

＜自己評価カードの一言振り返り欄＞

＜一言振り返り欄を用いて質問している様子＞

◎全体を通して

今回の研究では、「数学的活動」に焦点を当て、単元を進めてきた。学び合いを取り入れたことで、生

徒自身の疑問点を抵抗なく聞くことができたり、一つの考えに固定しない解き方を考えたりする習慣を

身に付けることができたように思う。また、受け身で授業を聞くのではなく、主体的に学ぼうとする姿

勢がみられるようになってきた。特に、既習の図形の性質を毎時間ペア活動で確認したことにより、既

習の学習事項を用いて新しい図形の性質を発見する実感をもたせることができた。こちらの発問に対し

ての発言が少ないことが課題であったが、班内で話し合うことで自分の意見に自信を持ち、発表するこ

とができるようになった。しかし、生徒の自然な疑問を汲み取り、その時間の目標とすることがまだで

きていない。今後は、より興味や関心を持てるような導入の工夫を行っていきたい。

また、今回は主に下位層の生徒に対する手立てを考えてきた。下位層の生徒が課題に対して解法がみ

つからないことが減り、授業への意欲が向上した。しかし、上位層の生徒に対する手立てが足りないと

感じた。課題が解き終わった生徒には応用問題を準備しておくことで、上位層の生徒の考えの幅を広げ

ることができ、これからの学び合いのより深い学びが期待させると考える。今後は、段階に合わせた課

題の設定も行っていく必要がある。
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数学的活動を通して未来を拓く算数・数学教育

～数学的な見方・考え方を培う指導～

みどり市立笠懸中学校

栗原 一茂

Ⅰ 主題設定の理由

これからはＡＩなどコンピュータが更に発達し、今まで人間が行ってきた様々な活動を

コンピュータが代わりに行っていく時代になる。そのような時代では、マニュアルを的確

に処理することよりも、既存の知識やものから新しいものを生み出していく力が大切であ

ると言われている。また、結果を導くまでの過程を明らかにする力や、様々な情報を取捨

選択する力も重要である。これらの力こそ数学を学習することを通して養うことができる

と考えられる。

「はばたく群馬の指導プラン」には、数学で伸ばしたい資質・能力として、「数学的な

考え方を身に付けることができる」、「数学的な推論を用いて考え、根拠を明確にして説

明しあうことができる」、「数量や図形の性質などを、具体的に示すことができる」の３

つがあげられている。しかし、日々の授業の中では、答があっていることだけを気にした

り、解答を丸暗記しようとしたりするなど、考えることを苦手としている生徒が多い。そ

こで、問題解決の場面において考えを交流し合う活動やグループで協力して活動する場面

を取り入れて、より多くの考え方に触れることで、数学的な見方や考え方が今まで以上に

深まっていくと考えた。

数学が苦手と感じている生徒は、グループ活動においても傍観者になってしまう傾向が

強い。そこで、自分の考えをもつために個人解決の時間を十分に確保する。また、発表の

場も隣同士、４～５人の小グループ、生徒全体というように、段階を踏んで徐々に対象人

数を増やしていくことで、苦手意識が解消されると考える。

これらのことを通して、個人での解決、隣同士での話し合い、小グループでの発表、全

体での共有と、考えを交流する場面を数多く作っていくことで数学的な見方や考え方を培

うことができると考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究目標

考えを交流する場面で、個人から学級全体へと段階を踏んで行うことで、数学的な見方

や考え方を培うことができるでことを明らかにする。

Ⅲ 研究内容

○自分の考えを持つための工夫

自分の考えを持つためには、その前提となる知識が必要である。そのために、ヒント

カードを用意したり、重要事項を記載した復習プリントを配布したりして、常に既習事

項の確認ができるようにする。また、思考過程が明らかになるように、書いた内容を消

さないようにさせる。
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○発表時の工夫

隣同士や小グループでの発表時には、聞き手を納得させることを意識して発表させ、

聞いている生徒にはどこが分からなかったかを具体的に質問させるように促す。また、

考えを持てなかった生徒には、どこでつまずいたのかを伝えさせ、他の生徒の考え方を

聞いて自分の考えを持てた際には、改めて発表させるようにする。

Ⅳ 実践例

（１） １次方程式（１年）

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援・評価

（◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ 本時の学習課題を知り、各自で解 ・ワークシートを配布する。

き方を考える。

めあて

係数が分数になっている方程式の解き方を考えよう

例題 ５ ◎どんな方程式になれば解けるのかを考えさせる。

１ １ 分 ◎式を変形するだけでなく、その根拠となることが

ｘ－４＝ ｘ

３ ５

らを記録させ、説明の際の参考にさせる。

【予想される解き方】 ・自分自身で思考過程を追えるように、消しゴムを

・分母を払って、整数係数に直す。 使わせない。

・通分して分数のまま解く。 ・どのような解き方をしているかを確認し、指名の

際の参考にする。

・早く解けた生徒には、複数の解き方をさせる。

２ 隣同士でグループを作り、自分の ５ ・全体発表までの流れを確認した後に説明させる。

考え方を説明しあう。 分 ・隣同士なので、机の移動はしない。

・説明の時間を決めて、一斉に行わせるようにす

る。（１人２分）

・友達の説明を聞き、新たに気づいたことやわかっ

たことがあればワークシートに記入させる。

◎ワークシートに記入してあることを話させるよう

にする。

３ 小グループで意見交換をする １０ ・４人１組の小グループを作り、それぞれが自分の

分 意見を発表する。

・説明の時間を決めて、一斉に行わせるようにす

る。（１人２分）

・友達の説明を聞き、新たに気づいたことやわかっ

たことがあればワークシートに記入させる。

◎隣同士の発表の時と同じ内容のことを話せば良い

ことを伝える。

４ 解き方を全体の前で発表する。 １５ ・それぞれのグループの代表者が班で採用した解き

分 方を説明する。
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・複数の解き方が発表されることも考えられるので、

ここでは１つの解き方にまとめずに、いろいろな

解き方があることを確認するにとどめる。

５ 類題を解く。 １０ ・この問題を解くことで、両辺に分母の最小公倍数

２ｘ－１ ｘ＋３ 分

＝ をかけて、係数を整数に直す方法の有用性を感じ

３ ２ 他

させたい。

◇既習事項を用いて係数が分数の方程式を解くこ

とができているか。（ワークシート、数学的な

見方や考え方）

６ 係数が分数の方程式の解き方を全 ５ ・方程式の両辺に分母の最小公倍数をかけて、係数

体で確認する。 分 を整数に直してから解くことを確認する。

まとめ

分数をふくむ方程式は、両辺に分母の公倍数をかけて、すべて整数に直してから解くとよい

・ワークシートを一度回収し、授業後に評価できる

ようにする。

○生徒の振り返りから

・自分の解き方より友達の解き方の方がやりやすかった。

・分母を払うためにどこで１５倍してもよいことがわかったから、最初にしてしま

う方がやりやすい。

・通分しても解くことができるが、通分すると時間がかかる。

（２） 比例と反比例（１年）

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援・評価

（◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１ ３人の小グループを作り、Ａコー ３ ・担当を決めるときに、Ａ～Ｃへだんだん難しくな

ス、Ｂコース、Ｃコースとそれぞ 分 っていくことを伝え、担当を決める際の参考にさ

れの担当を決める。 せる。

２ 問題を知り、コースごとに解決す ２０ ・担当するコースごとに座席を移動し、１０人のグ

る。 分 ループを作る。

問題

長さが６０ｍで、毎秒０．５ｍの速さで動いている動く歩道があります。Ａさんが動く歩道に乗

るのと同時に、Ｂさんがその横を毎秒１ｍの速さで歩き始めました。Ｂさんは、Ａさんより何秒

前に歩道の終点に着くでしょうか。

・Ａコースは表を用いて解決、Ｂコースは式を用い
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て解決、Ｃコースはグラフを用いて解決させるワ

ークシートを配布する。

◎同じコースの中で問題の考え方を教え合い、それ

ぞれのグループ内で、解けない生徒がでないよう

にさせる。

◎説明用の穴埋めプリントを用意し、プリントの内

容にそって説明させる。

３ 最初のグループに戻り、それぞれ １５ ・３種類の考え方が記録できるワークシートを配布

の解き方を説明する。 分 し、それぞれの考え方を理解しやすくする。

・説明の中で、わからないところがあれば質問をし

ても良いことを伝えておく。

◎プリントを見ながら説明をさせる。

◇自分が考えた解き方を小グループの中で説明で

きているか。（ワークシート・観察、数学的な見方

や考え方）

４ 類題を解く。 ７ ・３つの考え方のうち、１つを選んで解かせるよう

分 にする。その際、選んだ理由を発表できるように

させておく。

５ それぞれの考え方のよいところを ５ ・それぞれの考え方を選んだ理由を発表させ、３つ

確認する。 分 の考え方のよいところを共有する。

コース別解決の様子 グループ内での説明の様子

○生徒の感想

・同じ問題でも３通りの解き方があり、それぞれのよさを知ることができた。Ａは

わかりやすく、Ｂは正確、Ｃは速く解けると思った。（Ｂコースの生徒）

・３通りの解き方を３人が説明したことで、よくわかった。苦手な数学を楽しく勉

強することができた。（Ａコースの生徒）

・表やグラフでの解き方は視覚的にわかりやすかった。（Ｃコースの生徒）
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（３） １次関数（２年）

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援・評価

（◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１．本時の課題を知り、自力解決を行 １０ ・どんな方法で解決できそうかを考えさせてから、

う。 分 自力解決に取り組ませる。

問題

保冷バッグの中に、ペットボトル飲料を入れる。下の表をもとにして、ペットボトル飲料の温度

を１０℃以下に保てる時間を求めなさい。

時間（分） 温度（℃）

２０ ５．２

３０ ５．８

４０ ６．５

５０ ７．０

６０ ７．６

【予想される方法】 ・解決方法のヒントとして、表と方眼を記載したワ

・表にまとめる。 ークシートを配布する。

・グラフをかいてみる。

２．４人のグループを作り、それぞれ １５ ・他のメンバーの説明を聞くことで解決に至った生

の考え方を説明し合う。 分 徒には、改めて説明をさせる。

◎解決まで至らなくても、到達したところまでの説

明をさせる。

・自分とは異なる考え方が説明された際には、自分

のワークシートに記録させる。

・各グループで発表できるように、考え方をまとめ

させる。

・誰が指名されても発表できるように準備させる。

◇自分の考え方を説明できているか。（ワークシー

ト・観察、数学的な見方や考え方）

３．グループごとに考え方を発表する。２０ ・どのような方法を使って解決したかを明示させる。

分 ・同じ方法で解決していても、自分の言葉で考え方

を発表させる。

・聞いている生徒には、わからないところがあれば

質問するように伝える。

４．本時のまとめをする。

まとめ

温度と時間が１次関数の関係になっていると考えることで、１０℃以下に保てる時間を求める

ことができる。
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５ ・どの解決方法にも共通することとして、温度が時

分 間の１次関数になっていることを確認する。

○生徒の振り返りから

・温度の変わり方がばらばらだったので、難しかった。

・表で考えたが、グラフを利用した方が速くできると思った。

・みんなで考える時間が楽しかった。

・説明が難しかったが、みんなに教えてもらいながら何とか説明することができて

よかった。

（４） 平行線と角（２年）

学習活動 時間 指導上の留意点及び支援・評価

（◎努力を要する生徒への支援 ◇評価）

１．本時の課題を知り、自力解決を行 １０ ・ワークシートを配布する。

う。 分 ・そのままでは解決できず、補助線が必要なことを

伝える。

問題

ｌ∥ｍのとき、∠χの大きさを求めなさい。

◎補助線の引き方には、平行線、垂線、２点を結ぶ

線分、線分を延長するなどがあることを示す。

・速く解決した生徒には、さらに同じワークシート

を渡し、別の方法で考えさせる。

２ ４人のグループを作り、自分の考 １０ ・まずは、１人につき１つの方法を説明させ、複数

えた方法を説明する。 分 の考えを持っている生徒は、４人の説明が終わっ

た後に説明させる。

◎どのような補助線を引いたか、どんな図形の性質

を使ったかを説明するようにさせる。

３ グループの代表者が、全体の前で ２０ ・各グループの中で出された考え方のうち、１つを

説明する。 分 選び、発表用のＡ３用紙に補助線を引く。

・誰が指名されても説明できるように、各グループ

で話しあわせる。

・教師が意図的に指名し、クラス全体の前で説明さ

せる。
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４ 類題を解く。 ７

分 ◇補助線を必要とする角度を求める問題が解けて

いるか。（数学的な技能、ノート）

５ 本時のまとめをする ３

分

生徒達の考え方の例

○生徒の振り返りから

・三角形をつくって計算したり、いろいろなやり方があって楽しかった。みんなと

発表し合うことで、いろいろなやり方を知ることができました。

・多角形をつくることばかり考えていたので、平行線の錯角を使う方法は思いつか

ず、とても面白いと思った。もっといろいろな方法を考えてみたい。

・みんなの説明を聞いて、「錯角」や「平行」などの用語を使って説明していたの

で、まねしてみたいと思った。別の方法も考えてみたい。

Ⅴ 成果と課題

（１）成果

○友達に説明することを目標として自力解決に取り組んだため、苦手な生徒もあきら

めることなく取り組むことができた。また、答えがあっていることだけを気にして

いる生徒も、考え方を説明するために解決までの過程を意識させることができた。

○小グループやクラス全体で説明することで、多様な考え方に触れることができた。

○説明し合う活動を多く取り入れたことで、考えることに慣れた。図形の論証など思

考力を必要とする課題にもあきらめずに取り組み、正しい証明ができるようになっ

てきた。

○生徒同士での活動があったため、意欲的に取り組む生徒が多くなった。
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（２）課題

○説明し合う活動を行うには時間が必要になるため、単元計画を再考することや取り

上げる教材を精選することが必要である。

○グループ内に数学が得意な生徒がいると、その生徒の考え方に流されてしまう傾向

があるので、グループ編成の工夫が必要と感じた。

○説明する際に適切な表現ができなかったり、既習の用語を用いることができなかっ

たりした生徒が見られた。普段の授業から用語等を大切にすることの重要性を感じ

た。
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研究主題        数学的活動を通して未来を拓く算数・数学教育

サブテーマ         ～数学的な見方・考え方を培う指導～

桐生市立中央中学校  桒原 文枝

Ⅰ 主題設定の理由

平成２９年３月に中学校学習指導要領の改訂が行われ、平成３０年度から一部を移行措

置として先行して実施している。数学科の目標（２）では「数学を活用して事象を論理的

に考察する力、数量や図形などの性質を見いだし統合的・発展的に考察する力、数学的な

表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。」と示されている。

数学的活動における問題発見・解決の過程には主に２つの過程を考えることができる。

一つは、日常生活や社会の事象を数理的に捉え、数学的に表現・処理し、問題を解決し、

解決過程を振り返り得られた結果の意味を考察する過程であり、もう一つは、数学の事象

から問題を見いだし、数学的な推論などによって問題を解決し、解決の過程や結果を振り

返って統合的・発展的に考察する過程である。これら二つの過程は相互に関わり合って展

開される。

また、変化する社会に適応し、よりよい生き方を選ぶためには、自分の進むべき目標を

見据え、その実現に向けて努力する必要がある。様々な人と関わる子どもたちは、自分の

考えや思いを他の人に伝える場面が増えていくと考えられる。伝えるだけでなく、身のま

わりの事象から必要な情報を取捨選択し、性質や関係を一般化することで、未来の事象を

予測したり、実現の可能性を推測したりすることができるであろう。

ここ数年における本校の全国学力・学習調査での状況を鑑みると、“Ａ 主として「知識」

に関する問題”は比較的正答率が高いが、“Ｂ 主として「活用」に関する問題”は、問題

文の内容を理解できずにあきらめてしまったり、解答に自信をもてずに無答であったりす

る生徒もいる。活用の問題について特に苦手意識を感じている生徒が見られた。本校の現

在中学２年生の生徒の様子からも、技能は得意としているが思考・判断・処理については

苦手と感じていることがうかがわれる。

そこで、本研究では、数学的な見方・考え方を培うために、「数学的な表現を用いて説明

し伝え合う活動」を取り入れた学習を行う。単元のまとめの段階において、筋道を立てて

説明したり思考の過程や方法・根拠を数学的に表現したりすることを計画的に組み込み、

実施する。個で考える時間を確保してから、ペア学習やグループ学習を行い、必要に応じ

てジグソー活動も取り入れ、自分の意見をもち、それを伝え、事象を一般化できる性質を

見いだし、発展的に考察できる生徒を育てたい。

本校では、「特別の教科 道徳」の全面実施を待たずに、平成２９・３０年度文部科学省

委託事業の道徳教育の研究指定校を受け、先行実施している。「Ａ；向上心、個性の伸長」、

「Ｂ；思いやり、感謝」、「Ｃ；よりよい学校生活、集団生活の充実」の３つを重点項目と

して取り組み、平成３０年度の研修主題は『進んで他者とかかわり、よりよい生き方を追

求する生徒の育成』である。情報を取捨選択し、実現の可能性を推測することは、よりよ

い生き方につながるであろう。

Ⅱ 研究目標

根拠をもとに数学的な表現を用いて説明し伝え合う場面を授業に取り入れた数学的活動

を行うことは、帰納的・演繹的に推論できる資質と能力が高まり、生徒が数学的な見方・

考え方を培うために有効であることを、実践を通して明らかにする。
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Ⅲ 研究内容

１．自分の考えを説明する活動の工夫

・単元のまとめとして復習する場面で、演繹的に性質を導く場面で、お互いに説明し合う

グループ学習を取り入れる。

・１単位時間すべてを使う題材だけでなく、短時間で解決できる題材も取り入れる。

・共通することやちがいに着目させ、整理・分類することで、一般化に役立てさせる。

・数学用語を利用して説明し合うように助言し、自分の考えを文章で表現できる力を培う。

・ノート指導を行い、課題把握で既習事項を確認するときに利用できるようにさせる。

・理解したことをお互いに説明し合い、学習内容の定着をはかる。

２．学習形態の工夫

・自分の考えをもち、根拠を明らかにして筋道を立てて説明できるような手立てを考える。

・個人⇒ペア⇒グループ⇒全体発表と、少人数から多人数へと、発表しやすいようにグル

ープの人数を決定していく。

・多様な考え方ができる教材を利用し、グループで学び合い活動を行う。

・個で考えたり、説明し合ったりする時間を確保することで、グループでの学習活動を活

発にさせる。

・全体発表にはＩＣＴ機器を利用し、時間短縮を図る。

・発表者や司会者を分けて指名するなど、役割が固定されないようにする。

・ジグソー活動を取り入れることで、理解の速い生徒が、理解の遅い生徒へ教えるだけの

グループ活動にならないようにする。

Ⅳ 実践例

実践１  「１次関数の利用（道のり・速さ・時間とグラフ）」

（１） 単元名   ３章 １次関数

（２） 本時のねらい

  グループや全体の場で説明し合う活動を行い、１次関数の式やグラフを利用して、

身近な問題を解くことができる。

（３） 準備   教科書（東京書籍）、ノート、ファイル、プリント

（４） 展開

学習活動 時 学習への支援と指導上の留意点 評価項目（評価方法）

１．１次関数の式・

表・グラフにつ

いて確認する。

５

分

・既習事項を利用して、１次関数につ

いて復習させる。

２．課題に取り組む。

問題ゆうとさんは、９時に家を出発し、自転車で１２ｋｍはなれた公園まで行きました。

右のグラフはそのときのようすを途中まで表したものです。

（１）最初は、時速何ｋｍで進みましたか。

（２）家から６ｋｍの地点で１０分間休みました。

そのことを右の図にかき入れなさい。

（３）１０時に公園に着くには、休んだ後は時速

何ｋｍで走ればよいですか。
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①個人で考える。

②３～４人のグルー

プに分かれ、話し

合う。

③解答を発表する。

３．類似した練習問

題を解く。

25
分

15
分

・仮定（わかっていること）と結論（求

めたいもの）を確認して、課題をつ

かませる。

・方程式の文章題と同じように、仮定

には下線をひかせ、結論は□で囲ま

せる。

・自分の考えをもち、グループで発言

できるように、個々で考える時間を

確保する。

・グループ内の話し合いでは、なぜそ

のような手順で解いたのかなど、途

中の考え方をお互いに説明するよう

に指示をする。

・司会の役割は、グループの生徒の意

見をまとめ、課題解決のための考え

方を付け加えることと伝える。話し

合いの前に、司会を決めさせる。

・説明は、解答に時間がかかった生徒

から行い、他の生徒が補足しながら

解答を導かせる。

・教師は、途中の考え方が説明できな

いグループを中心に支援する。

・問題をグループに振り分け、解答発

表時間の短縮をはかる。

・机間巡視のとき、グループ毎に正誤

の確認をしておき、誤答については、

その原因を伝え、生徒自ら正解が導

けるように支援する。

・縦軸が距離、横軸が時間を表すグラ

フの傾きは速さを表していることを

確認する。

・個⇒グループと自分の考えをもって、

正解を導くことができるように配慮

する。

・グループごとに答え合わせを行い、

全員が理解できたグループから、さ

らに問題練習に取り組ませる。

【数学的な見方や考

え方】

２つの数量の関係

を、１次関数として

捉え、式やグラフを

利用して問題を解決

することができる。

（ノート、プリント、

観察）

【数学的な技能】

身のまわりの問題

を、１次関数の式や

グラフに表して解決

することができる。

（ノート、プリント）

４．本時の学習を振

り返り、次時の

予告を聞く。

５

分

・グラフの傾きは速さを表しているこ

とを確認する。

・次時は、１次関数と図形（動点の問

題）を学習することを伝える。

実践２ 「１次関数の利用のまとめ（全国学力・学習状況調査の問題から）」

（１） 単元名   ３章 １次関数
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（２） 本時のねらい

  与えられた情報を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することで、具

体的な問題を解くことができる。

（３） 準備   教科書（東京書籍）、ノート、ファイル、プリント

（４） 展開

学習活動(時間) 時 指導上の留意点 評価項目(評価方法)
１．１次関数の式・

表・グラフについて

確認する。

５

分

・既習事項を利用して、１次関数につい

て復習させる。

２．課題に取り組

む。

①個人で考える。

②３～４人のグル

ープに分かれ、話

し合う。

③グループごとに

解答を確認する。

④解答を発表する。

⑤感想を記入する。

当日のプリント

①

②

③

30
分

④

⑤

12
分

・１次関数の学習のまとめとして、数学

的な結果を事象に即して解釈し、問題

解決の方法を数学的に説明する課題を

取り上げ、考えさせる。

・仮定（わかっていること）と結論（求

めたいもの）を確認して、課題をつか

ませる。仮定には下線をひかせ、結論

は□で囲ませる。

・自分の考えをもち、グループで発言で

きるように、個々で考える時間を確保

する。

・グループ内の話し合いでは、なぜその

ような手順で解いたのかなど、途中の

考え方をお互いに説明するように指示

をする。

・司会の役割は、グループの生徒の意見

をまとめ、課題解決のための考え方を

付け加えることと伝える。話し合いの

前に、司会を決めさせる。他の生徒が

補足しながら解答を導かせる。

・Ｔ２は、（１）（３）の問題が解けない

グループを中心に、Ｔ１は、（２）の説

明ができないグループを中心に支援す

る。

・机間巡視のとき、グループ毎に正誤の

確認をしておき、誤答については、そ

の原因を伝え、生徒自ら正解が導ける

ように支援する。

・問題をグループに振り分け、解答発表

時間の短縮をはかる。

【思考・判断】

○数学的に事象を捉

え、式やグラフを使

って、問題を解決す

る方法を説明する。

（プリント、ノート、

観察）

【意欲】

○具体的な問題解決

場面で、関数関係を

考察する方法を進ん

で活用しようとす

る。（観察、プリント）

３．次時の予告を聞

く。

３

分

・次時は、４章平面図形について学習す

ることを伝える。

平成２９年度 全国学力・学習状況調査 数学Ｂ３

   日常的な事象の数学化と問題解決の方法（ダムの貯水量と節水の問題）

   （１）点を求める（２）求め方を説明する（３）変域を求める
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実践３   「角の和を求め、説明してみよう（やじり形図形，星形五角形）」

（１） 単元名   ４章 平行と合同

（２） 本時のねらい

   星形五角形の先端の角の和が１８０度になる説明方法について、グループや全体の

場で説明し合う活動を通して、それぞれの考え方の特徴を理解することができる。

（３） 準備   教科書（東京書籍）、ノート、ファイル（プリント）

（４） 展開

学習活動 時 学習への支援と指導上の留意点 評価項目（評価方法）

１．証明の根拠とし

てよく使われる

ものについて確

認する。

・既習事項の確認を行い、図形の性質

について復習させる。

２．課題に取り組む。

①３～４人のグルー

プに分かれ、自分

の分担を決める。

②ア～エの４つの班

に分かれ、個で考

える。

③自分の班の解答を

話し合う。

３．元のグループに

戻り、自分の調

べてきた方法を

他の生徒に伝え

る。

時間があるグル

ープには、応用

問題に挑戦させ

る。

・ジグソー活動を利用して、個々が自

分の分担に責任をもち、一つ以上の

解法を理解させる。

・アイウの３つの方法は、難易度がほ

とんど等しく、エだけはアイウより

も難しいことを伝える。

・実際に先端を切って集め、一直線に

なることから角の和が１８０度にな

ることを予想させる。

・グループごとに相談して、ア～エの

分担を決めさせる。

・机間指導では、助言するだけでなく、

求め方を思いつかない生徒には、ヒ

ントプリント(補助線を引いた図な

ど)を準備しておき、支援をする。

・個で考える時間を確保し、自力解決

後にグループでの話し合いになるよ

うに配慮する。

・ヒントプリント以外の補助線を引か

せることで、多様な見方があること

を実感させたい。

・応用問題として星形七角形（一つお

きに結ぶ、二つおきに結ぶ）などを

提示し、先端の角の和を求め、その

方法を説明させる。

【数学的な見方や考

え方】

すでに正しいと認め

られたことがらをよ

りどころとして、す

じ道立てて考える。

（ノート、プリント、

観察）

問題星形五角形について先端の５つの角の和を求め、説明してみよう。

ア；先端の角をひとつの三角形(外角は２つの内角の和)に集めて考える。

イ；平行線の性質を利用し、先端の角を一直線に集めて考える。

ウ；矢じり形の性質を利用し、∠Ａ＋∠Ｂ＋∠Ｅを考える。

エ；ア，イ，ウ以外の方法や組み合わせた方法を考える。
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４．本時の学習を振

り返り、次時の

予告を聞く。

・どんな星形五角形でも、先端の５つ

の角の和は１８０度になることを確

認させる。

・次時は、特別な三角形について学習

することを伝える。

※解答は数人のプリントより抜粋

Ⅴ 成果と課題

１．自分の考えを説明する活動の工夫

○単元のまとめとして、説明し合う数学的活動を計画的に取り入れることができた。

○短時間で解決できる題材も取り入れ、グループ学習を繰り返すことにより、説明するこ

とへのハードルが低くなっていったように感じた。道徳や他の教科でも、話し合い活動

に取り組んだ成果もあると考えられる。

○まねることから始め、共通することやちがいに着目させ、整理・分類する活動を通して、

より簡単で、より分かりやすい表現を使い説明できる技能が育っている。見たまま（第

一印象）のことしか書けなかった生徒も、他の生徒に説明し、数学的な言葉を意識して

正しく用いることで、自分の考えが整理され、表現が洗練されるとともに、評価テスト

でも正答率が高くなっている。

●ねらいを明示していても、新しい内容や初めての表現では、条件を取り違え、推察の目

的や手段が間違っていても気づかずにすすめてしまう生徒が見られた。正しく課題を把

握するために、これからも数学的な読解力を育てるための手立てが必要である。

２．学習形態の工夫

○個々やグループごとに考え相談することで、数学的な表現を利用して説明や証明する能

力が伸び、感想や今日学んだことを以前よりもすらすらと書くことができている。

○自分の意見と異なる点や似ている点がある友達の意見を聞き、自分の意見を再考し、再

構築できる場面が増えることで、思考力が育つと考える。「先生、次のグループ学習はい

つするのですか？」「教わるだけより、友達と一緒にグループ学習するほうがわかりやす

い。」等、意欲の高まりがみられるような生徒の言動が増えている。

○ジグソー活動を取り入れることで、ほとんど説明してもらう側しか経験がない生徒が、

生き生きと自分たちの考え方を発表する姿を見ることができた。

●学習内容が定着していない生徒には、ジグソー活動で自分の分担を理解できる時間が十

分にあるとは言えなかった。役割分担において、簡単な課題の解決に時間がかかる生徒

が集まってしまい、解決するまでに時間がかかったことも原因の一つである。時間確保

が課題である。

●発表に実物投影機を利用し時間短縮をすることはできたが、生徒の習熟をはかるために

ハード面の整備とソフトの利用についてのＩＣＴの活用はさらに研鑽が必要である。

☆感想は生徒のノートより
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